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まちが好き　共に生きて　笑顔あふれる　やまつりまち

【Health information】（p6~7)

２月１日はフレイルの日、
それってフレイルかも？

【地域おこし協力隊活動日誌VOL63】 (p14)

Main presenter　長友隊員

【成人式特集】(p2~5)

二十歳の誓い

【青少年の主張矢祭町大会（高校生の部最優秀賞】 (p8~9)

学法石川高等学校１年　篠田日向さん
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【地域おこし協
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【成人式特集】(p2~5)
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【青少年の主張矢祭町大会
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【行政 NAVI】 (p10)

マイナンバーカードで
マイナポイント
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令
和
５
年
矢
祭
町
二
十
歳
の

成
人
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
徹
底
し
た
対

策
を
講
じ
な
が
ら
、
１
月
８
日

（
日
）
午
前
10
時
よ
り
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
町
内
在

住
ま
た
は
本
町
出
身
で
、
平
成

14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
43

人
（
男
性
20
人
、
女
性
23
人
）。

そ
の
う
ち
38
人
が
式
典
に
出
席

し
、
晴
れ
の
日
を
共
に
迎
え
ま

し
た
。

　

彼
ら
が
生
ま
れ
た
20
年
前

に
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
が
開
園
20
周
年
を
迎
え
、 

六
本
木
ヒ
ル
ズ
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
、
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、 

世
界
水
泳
選
手
権
１
０
０

ｍ
及
び
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で

北
島
康
介
選
手
が
当
時
の
世

界
新
記
録
で
優
勝
、 

地
デ
ジ
放

送
が
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋

で
開
始
し
、
日
本
の
テ
レ
ビ

放
送
は
新
し
く
動
き
出
し
た

こ
と
な
ど
多
く
の
出
来
事
が

あ
っ
た
年
で
あ
り
、
新
た
な

時
代
を
迎
え
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の

間
に
、
家
族
や
友
人
、
地
域
の

方
な
ど
多
く
の
人
た
ち
と
出
会

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し

成
長
し
て
き
た
彼
ら
は
、
こ
れ

か
ら
の
明
る
い
時
代
を
担
い
、

本
町
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。』

　二十歳を迎えたことで、

大人としての自覚を持った

行動を心がけるとともにお

世話になった家族を旅行に

連れて行くなど、お世話に

なった分たくさん恩返しを

していきたいです。

　また、将来はイラスト関

係の仕事がしたいと考えて

いるので、今回の成人式を

皮切りに夢に向かっての準

備に力を入れていきたいと

思います。

令和５年二十歳の成人式
実行委員会副実行委員長

金澤　里
り お

桜さん

夢に向かって、頑張ります

　今回、無事に二十歳の成

人式を挙行することができ、

実行委員長としての役目を

果たすことができたと思い

ます。

　二十歳を迎えたので、大

人としての責任を持って、

立派な社会人になりたいで

す。

　また、これからはお酒が

飲めるようになるので節度

を持って色んなお酒をたく

さん飲んでみたいです。

立派な社会人になりたい

令和５年二十歳の成人式
実行委員会委員長

佐藤　巧
た く み

実さん

Interview

二
十
歳
の

誓
い

▶佐川町長ら主催者及び藤田議会議長ら来賓者とともに希望に満ちた表情を見せる二十歳の成人式出席者（旧石井小学校・
　旧下関河内小学校・旧内川小学校出身者）一同

【
成
人
式
特
集
】

ハ タ チ

▶佐川町長ら主催者及び藤田議会議長ら来賓者とともに大人への一歩を踏み出し、晴れやかな姿を見せる二十歳の成
　人式出席者（旧東舘小学校・旧関岡小学校）一同
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鈴
木
航こ

う
し
ろ
う

志
郎
さ
ん

菊
池
麻あ

さ
ひ姫

さ
ん

　本日、自分が生まれ育ち、多くの友との
思い出がある矢祭町で成人式を迎えること
ができ、大変嬉しく思います。また新成人
を代表してこのような発言の機会をいただ
き、心より感謝申し上げます。
　私は今、地元を離れ一人暮らしをしてい
ます。地元に帰ってくるたびに、中学の友
達と部活をしたり、遊んだりした記憶を鮮
明に思い出します。今日は久しぶりに見る
顔ぶれであり、いつもより懐かしい気持ち
でいっぱいです。そんな仲間たちと成人式
という節目を迎えることは、かけがえのな
いものであると感じています。
　一人暮らしを始め、実家を離れ１番強く
感じたことは「親のありがたみ」です。学
校から帰ってきて疲れていたりしても洗濯
や食事の準備をしなければなりません。自
分は 1 人分の家事すらサボってしまうこ
ともありますが、家族全員の家事を毎日仕
事終わりに行う母親の凄さを身に染みて感
じました。毎日ご飯やお弁当、綺麗にたた
まれた洗濯物が出てくる環境を当たり前に
思ってしまっていた自分が恥ずかしくなり
ました。一人暮らしをして感じたことは家
事だけではありません。これまでは家に帰
ると必ず誰かがいて会話をすることが普通

でした。一人暮らしでは話すことが少なく
なり悩む事があっても気軽に打ち明けるこ
とができませんでした。そして親元を離れ
ることで家に誰かがいることのありがたみ
を知りました。また、アルバイトをして自
分でお金を稼ぎ、必要なお金を使うことで
これまで以上にお金の重みを感じまた、こ
れまで私のやりたいことをさせてくれて支
えてくれた両親には感謝の気持ちでいっぱ
いです。
　一人暮らしを始め私は、「大人」になる
とはどういうことか深く考える機会が増え
ました。
人それぞれ「大人」という考え方は違いま
すが、私が考える「大人」は、自分の中に
ある芯を曲げないということです。大人に
なると周りの目や意見を気にして自分の気
持ちに素直になれないことも多くなると感
じています。私は自分に素直、正直になれ
る芯を持った強い人間になりたいです。
　最後に、これからもたくさんの方々に
お世話になると思いますが、感謝を忘れ
ず日々努力して自分の人生を切り開いて
行きたいと思います。そして矢祭町に改
めて感謝を申し上げ、新成人の挨拶とし
ます。

　本日は、私たち新成人のためにこのような
盛大な式典を挙行していただきましたこと心
より御礼申し上げます。今日こうして成人式
を迎えることができたのは、時には優しく時
には厳しくこれまで育て、支えてくれた両親
や家族、進路に向け一緒に考えてくださった
先生方、勉学や部活動に励み青春時代をとも
に歩んだ友人、そして本日ご臨席賜りました
ご来賓の皆様をはじめとする地域の方々のお
力添えがあってのことと思います。
　成人を迎えましたが、自覚というものはま
だもてていません。しかし、お酒が飲めるよ
うになったこと、クレジットカードを持てる
こと、アルバイト先での扱われ方、国民年金
の納付などさまざまなところで責任を持つべ
き機会が増え、日々の中で大人を身近に感じ
る機会が多くなったなと思います。また、一
人暮らしをする上で金銭の管理や私生活を通
して両親の存在の大きさに気づき、ありがた
みを感じる事ができるようになったのは大人
に近づいた証拠なのではと思っています。
　私は今、社会福祉士の資格取得に向け医療
福祉系の大学で勉学に励んでいます。将来的
には、地域で暮らす方々の問題を把握し、解
決に向けて働きかけ多くの人を笑顔に出来る
ようなケースワーカーとして活躍したいと考
えています。夢を叶えた際には、これまで育
ててくれた両親にたくさんの親孝行をしたい

と思っています。世間には「子供は 3歳まで
に一生分の親孝行をする。」という言葉があり
ますが、親から自立しこれまでの感謝を込め
る事が親孝行だと思っているので、この言葉
を聞いた時とても疑問を持ちました。この言
葉の見解は人それぞれあり、これを聞いてい
る両親もどのように捉えているのかはわかり
ません。もし、この言葉の通りと思っている
のであればプラスして親孝行したいと考えて
いるので期待していてほしいです。
　今年度、こうして二十歳という大きな節目
を迎えた私たちの年代は、昔から選挙権、婚
姻における年齢の改正や、去年から施行され
た民法改正における成人年齢引き下げについ
て話題となりメリットがある一方、戸惑いを
一番抱えてきた年代なのではないかと思いま
す。また、新型コロナウイルスのパンデミッ
クにより約 3年間、学業や私生活において制
限を受けながらも日々努力を積み重ね今日を
迎えた私たちには力があると考えます。世間
では、「今の若者は」という言葉が社会の中で
飛び交うことが多々ありますが、日々変わり
ゆく日常に左右されながらも頑張っている私
たちのこれからに期待して頂けたらと思いま
す。
　簡単ではございますが、以上で新成人の主
張発表とさせていただきます。 本日は誠にあ
りがとうございました。

　二十歳になり成人式を迎

えましたが、いまいち実感

が湧かないのが正直な気持

ちですが、これまで支えて

くれた家族には感謝の気持

ちでいっぱいです。これか

ら少しずつ恩返しをしてい

きたいです。

　また、将来の目標に向け

て今の自分に出来ることを

頑張っていくとともに一人

前の女性をなれたらいいな

と思っています。

令和５年成人者

浅見　樹
じゅり

里さん

育ててくれてありがとう

　まず、二十歳を迎え、お

酒が飲めるようになったの

で早くお酒を飲んでみたい

です。二十歳を迎え出来る

ことも増えたと同時に責任

も増えたので行動にも気を

つけていきたいです。

　また、日々の生活の中で

大変なことや楽しいことが

ありましたが、これからは

いままで以上に幸せな人生

を迎えることができたらい

いなと思っています。

幸せな人生を送りたい

令和５年成人者

古市　琉
る ま

真さん

Interview

１

６ ５

４

３

２

1_ 成人証書・記念品を受け取る成人代表の鈴木光広さんと本田歩さん／２_二十歳の成人式参加者全員での記念撮影／
３_スマホで自撮りを楽しむ成人者／４_晴れ姿を写真に収める保護者／５_中学校時代の恩師と笑顔で記念撮影／６_
久しぶりに再会した友人と記念撮影

令和５年成人の主張発表
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矢祭町介護予防教室「わんあっぷ」

空手を基本としたトレーニング講座
【日程】
令和５年２月１０日（金）
【講師】
菅井走氏（株式会社はなひろ理学療法士）
【内容】
①空手をベースにした運動を紹介
②呼吸法１つでもいい運動になる
③じっくり空手エクササイズの実践

会場▶保健福祉センター体育館／定員▶先着４０名（要予約、若干名送迎対応可能）
対象▶おおむね６５歳以上／開催時間▶１３時３０分～１５時（休憩をとりながら行います）
持ち物▶水分、上履き、動きやすい格好、タオル、やまっぴーカード
【参加申し込み・お問い合わせ】
矢祭町保健福祉センター町民福祉課健康づくりグループ（担当▶石井俊恵）☎４６‐４５８１
※新型コロナ感染症対策のご協力をお願いいたします。（アルコール消毒、マスク着用など）

ボールスポーツエクササイズ
【日程】
令和５年２月２４日（金）
【講師】
菊池健太氏（株式会社はなひろ理学療法士）
【内容】
①ボールを使った簡単体操
②サッカーエクササイズの実践
③瞬発力アップトレーニング

参
加
費
無
料

先
着
40
名
様

３歳児健診のむし歯なしは４人中４人でした （希望者のみ掲載）

※むし歯にならないために、家庭で気をつけていることについてお母さんたちに伺いました

塙　悠
ゆうせい

生くん 金澤　翔
かける

夢くん 豊田　夏
か い

維くん

　甘い食べ物や飲み物を
食べた後は特に気をつけ
て仕上げ磨きを頑張って
います。

　お菓子や食べ物を食べた
後は、むし歯にならないよ
うにお茶などでうがいをす
るようにしています。

　毎日、朝、昼、夜３回
歯磨きをし、むし歯にな
らによう気をつけていま
す。

　

加
齢
と
と
も
に
、
体
や
心

の
は
た
ら
き
や
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
た
状

態
の
こ
と
で
す
。

何
も
対
策
を
せ
ず
放
っ
て

お
く
と
、
介
護
が
必
要
と
な
る

可
能
性
が
高
い
状
態
で
す
が
、

予
防
や
改
善
が
で
き
る
段
階
で

も
あ
る
た
め
、
早
め
の
対
策
で

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代

を
楽
し
く
自
分
ら
し
く
過
ご
す

た
め
に
フ
レ
イ
ル
予
防
を
始
め

ま
し
ょ
う
。
早
く
気
づ
き
、
元

気
な
う
ち
か
ら
対
策
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
、
左
記
の
フ
レ
イ

ル
診
断
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。
１
つ
で
も
あ
て

は
ま
る
人
は
元
気
な
う
ち
か

ら
予
防
、
３
つ
以
上
あ
て
は

ま
る
人
は
す
で
に
フ
レ
イ
ル

状
態
で
す
の
で
早
め
に
改
善

し
ま
し
ょ
う
。

２
月
１
日
は
フ
レ
イ
ル
の
日
、
そ
れ
っ
て
フ
レ
イ
ル
か
も
？

人
生
１
０
０
年
時
代
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
歩
む
た
め
、フ
レ
イ
ル
予
防
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

フ
レ
イ
ル
と
は

ま
ず
は
、
フ
レ
イ
ル
診
断

□ 6ヶ月間で意図せず体重が 2kg以

　上減った

□ペットボトルのふたが開けにく

　くなった（握力▶男性 28kg、女

　性 18kg より低い）

□わけもなく疲れたような感じがす

　る（ここ２週間）

□横断歩道を青信号の間に渡りきる

　ことが難しくなった（歩いて、１

　秒間に１m進めない速さ）

□ウォーキングなどの軽い運動や体

　操を週１回もしていない

３つのポイントでフレイル予防

　今より１０分多く、できる範
囲で元気に動きましょう。運動
は、筋力向上のほか、食欲や
心の健康にも良い影響がありま
す。日常生活で続けられるもの
を無理なく行いましょう。

　フレイル予防には様々な栄養
素が必要です。肉や魚などの
たんぱく質を中心に、おいしい
食事はお口の健康から。歯磨き
や入れ歯のケアも忘れずにしま
しょう。

　できるだけ外出や交流をしま
しょう。地域に出て人とつながり、
生きがいや楽しみ、目標を持ち続
けることがフレイル予防につなが
ります。家庭の中で役割を持つこ
とも社会参加の一つです。

食事 運動社会
参加

　フレイル予防に大切な３つポイントは「食事」、「社会参加」、「運動」です。楽しむことを
大切に、できることを続けていきましょう。

自分の状態をチェックしてみよう

オミクロン株対応２価ワクチン現在申込受付中
　現在、オミクロン株対応２価ワクチンの申込みを
受け付けています。まだ、接種がお済でない方はぜ
ひご予約ください。
申込先▶コロナ予約専用ダイヤル（平日９時～１７時）
　　　　☎４６-３７５０

月・日 受付時間 会場

２月７日（火）
１３時～１３時３０分 保健福祉センター

３月７日（火）

【２月・３月の日程】

フレイル診断チェック
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私
の
将
来
の
夢
は
自
衛
官
で
す
。

様
々
な
場
面
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た

ち
を
助
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
福
島

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
て
、
国
際
的
に
活

躍
す
る
自
衛
官
に
な
り
た
い
で
す
。

　

こ
の
夢
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、

２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
す
。
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、

行
方
不
明
者
が
大
勢
出
ま
し
た
。
家

が
地
震
や
津
波
で
崩
壊
し
、
福
島
県

内
で
は
、
原
発
事
故
で
故
郷
を
追
わ

れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
私
は
４
歳
で
、
震
災
の
発

生
時
は
保
育
園
で
お
昼
寝
の
時
間
で

し
た
。
急
に
大
き
な
地
震
が
き
て
、

恐
怖
で
泣
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
今

で
も
思
い
出
し
ま
す
。
余
震
が
絶
え

ず
続
き
、
余
震
が
来
る
た
び
泣
い

て
い
ま
し
た
。
夕
方
か
ら
、
津
波
が

ニ
ュ
ー
ス
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
を
見
な
が
ら
、
祖
父
母
の

家
で
家
族
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　

保
育
園
児
だ
っ
た
当
時
は
、
危
険

な
被
災
地
で
ど
ん
な
人
た
ち
が
救
助

活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
全
然
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校
高
学

年
に
な
っ
て
震
災
に
つ
い
て
調
べ
る

機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
、
自

衛
隊
の
災
害
救
助
に
よ
っ
て
福
島
の

多
く
の
人
々
が
助
か
っ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
崩
れ
て
危
険
な
建
物
で

行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
姿
や
、
避

難
し
た
人
に
寄
り
添
っ
て
い
る
姿
が

当
時
の
映
像
や
写
真
に
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
実
際
に
震

災
を
経
験
し
た
人
間
と
し
て
、
今
度

は
自
分
が
助
け
る
側
の
人
間
に
な
り

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
女
性
の
気
持
ち
を
汲

み
取
れ
る
自
衛
官
に
な
り
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
女
性
自
衛
官
の
比
率
は
、

10
年
前
は
全
体
の
約
５・
２
％
で
、

現
在
は
７・
４
％
と
年
々
増
え
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
様
々
な
問
題
が
あ
る
被
災
地
で

は
、
女
性
自
衛
官
だ
か
ら
こ
そ
打
ち

明
け
ら
れ
る
悩
み
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
こ
う
し
た
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
を
受
け
止
め
、
解
決
に
導
け
る

自
衛
官
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
甚
大
で
、
消
防
や
警
察
の

レ
ス
キ
ュ
ー
で
は
足
り
な
い
と
き

に
、
自
衛
隊
は
出
動
し
ま
す
。
そ
の

「
最
後
の
砦
」
の
よ
う
な
存
在
感
に

憧
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
任
務
に
は
、

有
事
の
際
に
国
を
最
前
線
で
守
る
こ

と
や
、
海
外
へ
の
災
害
派
遣
も
あ
り

ま
す
。
私
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、

海
外
を
も
守
る
そ
の
役
割
の
重
要
さ

を
知
り
、
自
衛
官
に
な
る
こ
と
を
よ

り
強
く
決
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
自
衛
隊
で
は
、
国
際
平
和
協

力
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
際
的
な
平
和
維
持
や
人
道
支
援
な

ど
の
活
動
で
す
。
日
本
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
国
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
支

援
を
通
じ
て
様
々
な
国
の
人
と
交
流

で
き
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

紛
争
地
域
で
は
停
戦
状
態
の
監
視
や

兵
力
の
引
き
離
し
な
ど
、
危
険
で
は

あ
り
ま
す
が
や
り
が
い
の
あ
る
任
務

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
心

が
け
て
い
る
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま

す
。

　

１
つ
目
は
勉
強
で
す
。
目
標
と
し

て
い
る
防
衛
大
学
校
に
合
格
す
る
に

は
、
今
の
学
力
で
は
不
安
で
す
。
そ

の
た
め
毎
日
の
授
業
を
し
っ
か
り
受

け
、
課
題
を
期
限
ま
で
に
提
出
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
や
ら
さ
れ
る

勉
強
か
ら
、
自
ら
進
ん
で
や
る
勉
強

に
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
地
元
福
島
か
ら
日
本

全
体
、
世
界
情
勢
ま
で
多
く
の
情
報

を
得
る
こ
と
で
す
。
自
衛
官
と
し
て

様
々
な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
、
身
の
回
り
で
今
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
常

に
対
策
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー

ス
を
毎
日
欠
か
さ
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
諦
め
な
い
心
を
持
つ

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
最

大
の
課
題
で
す
。
自
衛
隊
の
任
務
は

人
命
に
関
わ
る
重
要
な
も
の
が
多

く
、
ど
ん
な
に
過
酷
で
も
諦
め
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
今
の
う
ち
か
ら
生
活

の
様
々
な
場
面
で
諦
め
な
い
こ
と
を

心
が
け
て
、
強
い
精
神
を
身
に
つ
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
心
が
け
、
私
は
地

元
福
島
か
ら
世
界
ま
で
守
れ
る
自
衛

官
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

篠田　日
ひ な

向さん
学法石川高等学校１年

夢
の
た
め
に

夢
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は

多
く
の
人
々
を
助
け
た

自
衛
隊
に
よ
る
災
害
救
助

令和４年度青少年の主張矢祭町大会【高校生の部最優秀賞】

夢を叶えるために勉強及び情報収集、
そして諦めない心で取り組み
地元から世界まで守れる自衛官になる



　マイナンバーカードを新たに取得し、マイナポイントの申込み後、20,000 円までのチャー
ジまたはお買い物をすると、ご利用金額の 25%のマイナポイント（上限 5,000 円分）を受
け取ることができます。令和 3年 12 月末までにマイナポイント第 1弾に申し込んだ方で、
まだ 20,000 円のチャージやお買い物を行っていない場合（最大 5,000 円分までポイント付
与を受けていない方）は、上限（5,000 円分）までポイントの付与を受けることができます。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

円分の

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
の
対
象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
は
２
月
末
ま
で

20,000最
大 マイナポイントがもらえる

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し

込
み
の
対
象
と
な
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
込
期
限
は
令
和
５
年
２

月
末
ま
で
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

　

申
し
込
み
期
限
に
つ

　

い
て
は
円
滑
に
ポ
イ

　

ン
ト
を
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、

　

新
た
な
申
込
期
限
を

　

新
設
の
う
え
延
長
す

　

る
予
定
で
す
。

※
既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　

ー
ド
を
お
持
ち
の
方
で

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申

　

請
が
お
済
み
で
な
い
方

　

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
マ
イ

　

ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
H

P
を
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。

マイナンバーカードの新規取得等で最大 5,000 円分ポイント

健康保険証としての利用申込みで 7,500 円分のポイント

公金受取口座の登録をすることで 7,500 円分のポイント

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
を
一
体
化

し
、
紙
の
健
康
保
険
証
を

令
和
６
年
秋
を
め
ど
に
廃

止
す
る
と
聞
き
ま
し
た
が

必
ず
作
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
？
ま
た
、
施
設
入
所
者

な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
で
き
な
い
者
は

保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
の
で
す

か
？

Ａ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
、
国
民
の
申
請
に

基
づ
き
交
付
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
点
を

変
更
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今

ま
で
と
変
わ
り
な
く
保

険
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
＆
Ａ
を
紹
介

　お持ちのマイナンバーカードを、健康保険証として利用できるよう申込み、マイナポイン
トの申込みをするとマイナポイントを受け取ることができます。まだ利用申込みが済んでい
ない場合、マイナポイントの申込みの際に一緒に申込めます。6月 30 日のマイナポイント
申込み開始より前に、マイナンバーカードの健康保険としての利用申込みを行っていた方も
対象です。

　ご自身の預貯金口座を国（デジタル庁）に登録し、マイナポイントの申込みをするとマイ
ナポイントを受け取ることができます。マイナポイントの申込み完了後に、公金受取口座の
登録をすることもできます。なお、マイナポータルへのアクセスや金融機関での口座確認に
は一定の時間がかかる場合があるため、マイナポイント申込前に公金受取口座の登録をする
ことをおすすめします。

12
月
27
日
（
火
）、
東
京
都
大
田

区
役
所
に
お
い
て
佐
川
町
長
ら
が
松

原
忠
義
大
田
区
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
松
原
区
長
を
は
じ
め
と
す
る

区
役
所
職
員
と
の
文
化
交
流
の
中
で

貴
重
な
意
見
交
換
を
実
施
し
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
等
を
含
む
文
化
振

興
に
つ
い
て
の
相
互
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

１
月
16
日
（
月
）、
城
南
信
用
金

庫
本
店
（
東
京
都
品
川
区
）
に
お

い
て
佐
川
町
長
ら
が
川
本
恭
治
城

南
信
用
金
庫
理
事
長
を
表
敬
訪
問

し
、
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
へ

の
課
題
解
決
に
向
け
、
企
業
誘
致

や
農
産
業
に
お
け
る
生
産
拡
大
等

に
つ
い
て
貴
重
な
意
見
交
換
を
実

施
し
ま
し
た
。

～婚活イベント情報～２月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

詳しい内容は QR コードまた
は矢祭町 HP「婚活イベント」
で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ project-y@silk.ocn.ne.jp
　　　　（E-mail でのご相談可）

「はぴ福なび」への登録案内
ふくしま結婚・子育て支援センターでは
登録者を募集中
・オンライン型結婚支援サービス（県が
導入したシステムで安心）
　価値観診断テストにより合致度が高い
お相手をご紹介
・登録会員限定のイベントやセミナーの
開催あり
・登録料１０，０００円（２年間）
・県内居住で２０歳以上の誠実な方
※詳しくは「はぴ福なび」で検索

【Happyスマイル研究会（『本当の自分を知る』ためのグループワークセミナー）】
日時▶令和５年２月５日（日）午前９時～
内容▶「コミュニケーション力」アップに向けて「自己紹介」、
　　　  「他己紹介」をしてみよう
　　　プチイベント（１月はたこ焼きパーティーを開催）
【今月のおしゃべりカフェ】
日時▶令和５年２月５日（日）午後１時～
　　　令和５年２月８日（水）午後３時～
内容▶『ジェルネイル・スキンケア』の無料体験及び
　　　参加者による『手相・四柱推命』占いと解説
　　　（婚活プロデューサー中瀬氏がアドバイス）
　　　町外からの参加者も大歓迎です
※いずれもリフレッシュふるさとランドにて開催します。
※婚活情報やプロフィールの登録、相談も対応しております。
開始予定：2/5（日）・2/8（水）・3/15（水）・3/26（日）・4/5（水）

『おしゃべりカフェ』open

～　え　に　し　～
（２０）

大
田
区
役
所
及
び
城
南
信
用
金
庫
に

表
敬
訪
問
を
実
施



　全国でも有数の鮎釣り
スポットとして名を馳せ
る矢祭町を流れる久慈
川。東北地方のトップを
切って鮎釣りが解禁とな
るため、毎年多くの方が
訪れます。水がきれいで良いのりができ、それを食
べて成長する鮎は「味も姿も日本一」といわれてお
り、矢祭山公園付近の通りには名物鮎の塩焼きが食
べられるお店が連なっています。炭火で焼いた鮎を
熱々のままほおばると、旅の旅情が口いっぱいに広
がります。ぜひ、ご賞味ください。
【問】　事業課産業グループ☎0247-46-4576

お
す
す
め
ご
当
地
グ
ル
メ
を
紹
介

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
と
は
、
栃
木
県
大
田
原
市
を
中
心
に
、
那
須
塩
原
市
、
那
須
町
、
那
珂
川
町
、
棚
倉
町
、
矢
祭
町
、
塙
町
、
大
子
町
の

　

２
市
６
町
で
協
定
を
結
び
、
連
携
・
協
力
し
て
地
域
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
組
織
で
す
。

( 福島県矢祭町 )

　「奥久慈りんご」は樹
になったままの状態で完
熟させる「樹上完熟」で
栽培するため、みずみず
しく甘みが強いのが特徴
です。また、りんごのシー
ズンを終えたあとも楽しめるのが「アップルパイ」
です。大子町のりんご園や菓子店、レストランなど
で手作りのアップルパイを販売しています。お店ご
とに、甘みや食感などに特徴があります。
自分好みのアップルパイを探しをしてみ
てはいかがですか。
【問】　（一社）大子町特産品流通公社☎0295-76-8220

奥久慈りんご

　大田原市は全国有数の
唐辛子の産地で、中でも
特産品種の「栃木三鷹」
は、色鮮やかで香りも良
く、ピリッとした辛味が
特徴の唐辛子です。この
栃木三鷹を使用した「さんたからあげ」は大田原ブ
ランドにも認定されている逸品で、一度食べたらや
みつきになると評判です。唐辛子を使用した商品に
は、ラーメンや焼きそば、ジェラートや羊
かんなどのスイーツもありますので、大田
原市にお越しの際はぜひご賞味ください。
【問】　大田原市商工観光課☎0287-23-3145

さんたからあげ

　コイ科タモロコ属のホン
モロコは体長 10㎝ほどの
淡水魚で、元々は琵琶湖の
固有種でした。関西では高
級魚として広く知られてい
て、那珂川町では平成 22
年に県立馬頭高等学校水産科が、ホンモロコのふ化に
成功したことから養殖が始まりました。現在は、休耕
田を活用した全5か所の養殖池で、例年10月中旬か
ら 12月下旬にかけて水揚げが行われています。町内
の飲食店を中心に小中学校の給食でも提供されており、
天ぷらや唐揚げなどで骨ごと食べることができます。
【問】　那珂川町産業振興課☎0287-92-1113

里山ほんもろこ

　軽食やおやつにおすす
めの塩原温泉ご当地グル
メ「とて焼」。クレープ
のような外見で、かつて
塩原温泉街を走っていた
トテ馬車に使われていた
ラッパ型のクラクションをイメージしています。10
店舗以上で販売していて、各店オリジナルの具材を
カステラに近い生地で巻いています。生地の牛乳と
卵はもちろん那須塩原市産。スイーツ系の
ものから麺や肉などが入ったおかず系のも
のまで、幅広いラインナップがあります。
【問】　塩原温泉観光協会☎0287-32-4000

とて焼

　観光地として知られてい
る那須町は、実は米・野菜・
肉・生乳などの生産がとて
も盛んな地域です。地元の
飲食店や宿泊施設などでは、
これらの新鮮な食材を使っ
た「なすべん」を提供しており、毎年オリジナルメニュー
を開発しています。那須高原の入口に位置する「道の
駅那須高原友愛の森」では、那須に伝わる九尾の狐伝
説にちなんで、９種類の地元の新鮮な食材を
９つの料理にしたランチプレートを食べるこ
とができます。ぜひ一度ご賞味ください。
【問】　なすとらん倶楽部☎0287-74-3607

なすべん

「湯遊ランドはなわ（ゆ
うゆう）」という温泉宿泊施
設のダリア園、ダリアの摘
み取り園があるダリアのま
ち塙町。鮮やかなピンク色、
程よい甘さ、そして、花の
香りのするオリジナルのダ
リアソフトクリームは、「道
の駅はなわ」でしか食べられない一品です。ソフトク
リームは、ダリアだけでなく、ダリアとバニラのミッ
クス、バニラ、よもぎ、よもぎとバニラのミックスか
ら選べて、どれも税込み３００円です。
【問】　道の駅はなわ☎0247-43-2112

ダリアソフトクリーム

　棚倉町のご当地グル
メは、有機質肥料と低
農薬で栽培された自然
派ブルーベリーです。
用途に合わせて数品種
のブルーベリーが栽培
され、6月初旬から 9
月頃にかけて収穫を迎えます。そのまま食べる生食
のほか、ジャムやジュースが人気です。また、棚倉
町の菓子店で販売される夏季限定ブルーベリー大福
は、ブルーベリーの酸味と餡の甘味が融合し、絶妙
な味わいが口いっぱいに広がります。
【問】　棚倉町産業振興課☎0247-33-2113

棚倉産ブルーベリー

鮎の塩焼き
(茨城県大子町 )

( 福島県塙町 ) ( 福島県棚倉町 )

( 栃木県那須塩原市 )    ( 栃木県那須町 )

( 栃木県大田原市 )   ( 栃木県那珂川町 )
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ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
・

転
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

ひ
と
り
で
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
、
お
仕
事
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料

で
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
出
張

相
談
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に

挑
戦
で
き
そ
う
な
お
仕
事
を
探
し
ま

し
ょ
う
。

【
サ
ポ
ー
ト
内
容
】

　

就
労
支
援
員
が
就
職
や
転
職
活
動

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

ず
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。
左
記
の

よ
う
な
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
生
活
の
不
安
か
ら
、
今
の
仕
事
を

　

続
け
て
い
く
か
迷
っ
て
い
る
の
で

　

相
談
し
た
い
。

Ａ
給
料
が
足
ら
な
い
、
社
会
保
険
に

　

加
入
し
た
い
、
子
ど
も
と
の
時
間

　

を
確
保
し
た
い
な
ど
、
今
の
仕
事

　

を
続
け
る
中
で
感
じ
て
い
る
不
安

　

を
伺
い
ま
す
。

Ｑ
他
に
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
知

　

り
た
い
。

Ａ
仕
事
を
辞
め
る
ま
で
は
い
か
な
い

　

が
、
将
来
の
た
め
に
情
報
収
集
が

　

し
た
い
方
な
ど
に
求
人
情
報
の
郵

　

送
サ
ー
ビ
ス
も
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
と
り
あ
え
す
就
職
活
動
を
は
じ
め

　

た
い
。

Ａ
経
験
が
な
く
て
も
、
や
る
気
が
あ

　

れ
ば
応
募
で
き
る
仕
事
も
あ
り
ま

　

す
。

【
サ
ポ
ー
ト
窓
口
】

　

福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
児

童
家
庭
支
援
チ
ー
ム
ひ
と
り
親
家

庭
就
業
支
援
専
門
員
☎
０
２
４
８
‐

２
２
‐
５
６
４
７
（
窓
口
対
応
時
間

９
時
〜
17
時
（
土
日
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
））

『
医
療
費
の
お
知
ら
せ
』（
医
療
費

通
知
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

【
医
療
費
の
お
知
ら
せ
と
は
】

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
皆

様
の
医
療
費
や
健
康
に
関
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
受
診
さ
れ
た
医
療

機
関
か
ら
の
請
求
書
に
基
づ
き
、
毎
年
１

回
『
医
療
費
の
お
知
ら
せ
』
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
お
手
元
に
『
医
療
費
の
お
知
ら

せ
』
が
届
き
ま
し
た
ら
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
、
ご
不
明
な
点
や
誤
り
が
あ
っ
た
際

に
は
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

令
和
４
年
１
月
〜
12
月
の
間
に
保
険

診
療
を
受
け
た
福
島
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
。（
請
求
の
関

係
に
よ
り
、
対
象
期
間
内
に
受
診
し
て

も
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
内
容
】

　

受
診
年
月
、
医
療
機
関
等
名
称
、
診

療
区
分
、
医
療
費
（
10
割
）
総
額
、
自

己
負
担
相
当
額
な
ど
。（
傷
病
名
、
調

剤
名
な
ど
の
診
療
内
容
に
つ
い
て
は
、

直
接
医
療
機
関
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

【
通
知
時
期
】

　

令
和
５
年
２
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送

い
た
し
ま
す
。（
１
年
間
の
医
療
情
報

を
掲
載
す
る
た
め
、
発
送
時
期
を
早
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

【
そ
の
他
】

・
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た

　

こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
手
続
き
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

・
医
療
費
の
お
知
ら
せ
は
、
原
則
再
発

　

行
し
ま
せ
ん
の
で
、
な
く
さ
な
い
よ

　

う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
県
内
全
域
に
順
次
発
送
す
る
関
係
上
、

　
個
別
の
発
送
に
は
応
じ
て
お
り
ま
せ
ん
。

・
確
定
申
告
を
急
が
れ
る
場
合
は
、
領

　

収
書
に
よ
り
申
告
手
続
き
を
お
願
い

　

い
た
し
ま
す
。（
医
療
費
控
除
の
詳

　

細
に
関
す
る
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

　

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
４
‐
５
２
８
‐
９
０
２
５
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手元焼・豊田六之助の陶芸　その２　その商品の性格＝地産地消の陶器
現代の感覚で商品を売ることを考えると、なるべく広い範囲の多くの人に買ってもらうことをイメージします。当然都会の

人口の多い地域で販売すればたくさんの商品を売ることができます。手元焼調査を始め出した時、まず売り先として予想した
のは周辺市町村で、最も大きな都市である白河市までを対象としてみました。しかし白河市ではほとんど手掛かりはなく、もっ
と近くの棚倉町や塙町でも事情は変わらず、その窯名さえ誰にも知られていないものでした。手元地区がある矢祭町内でも明
治大正時代に作られていた手元焼を知る人は少数でした。当てのない調査探索はまったく空振りになりました。
　それもそのはずです。手元焼が販売されて使われていた地域は、作品と情報の収集結果から分かったことですが、ほとんど
手元集落のある大字宝坂の範囲に限られていました。矢祭町内に残るものも由緒を訪ねると、多くのものが手元住民と縁故あ
る家に残るものでした。まして塙町や白河市で見つけ出した手元焼と思われたものは、その来歴に明らかな手元との結びつき
がありました。
　このように手元焼は本当に狭い地域で購われ使われていたようです。この流通における特徴は、制作の技術と作品の出来栄
えにも影響し、作品の性格を決定したと思われます。このように作品が制作された事態は、まさしく地域に密着し、地域にお
ける意義を充実していたものと思われます。
　いわき赤井焼で修業し陶工となった六之助は、手元でもそれまで作っていたのと同様に赤 を作りましたが、他所へ販売を
あまりしなかったことから、大きな 類は一渡り地域へ行き渡ればそれ以上には需要がなくなります。販売の利益を追求する

ならば、赤 のような大きくて高額なものをたくさん作ることになるでしょうが、
赤井焼のように商品としての赤 に特化した様子は、陶片を見ても考えられませ
ん。遺物としての完品作品があまり残っていないのですが、擂鉢の陶片は大量に
あり、コンニャクやうどん等の粉物をこねる鉢、そして茶葉を入れる太首の大徳
利などが目立ちます。
　六之助の作品は、町の八百屋、魚屋、豆腐屋さんなどの商品と同じように、自
分の生活圏内の需要を満たしていただけで、廉価商品大量消費の時代ではありま
せんでした。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたか
静岡県浜松市出身。前
用品店経営。音楽鑑賞
趣味。担当業務は町文化

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.63

PROFILE
長友英雄【ながともひでお】
東京都世田谷区出身。前職は
障がい者支援。担当業務はラ
ズベリー振興。

PROFILE
酒井智美【さかいともみ】
千 葉 県 柏 市 出 身。 前 職 は 
パティシエ。担当業務はラズ
ベリー振興。

▶東京ビッグサイトにて酒井隊員作のお菓子等を販売

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
振
興
の
長
友
で

す
。「

ラ
ズ
ベ
リ
ー
」
は
、
バ
ラ

科
キ
イ
チ
ゴ
属
に
属
す
る
低

木
果
樹
で
、
日
本
で
は
「
木

苺(
木
イ
チ
ゴ)

」
と
呼
ば
れ
、

矢
祭
町
で
は
、
12
月
上
旬
ま
で

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
収
穫
し
た
ラ
ズ
ベ

リ
ー
を
福
島
県
内
の
洋
菓
子
店

に
出
荷
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な
ど
に
加
工

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
６
日
と
７
日

に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
２
０
２
２
「"

よ

い
仕
事
お
こ
し"

フ
ェ
ア
コ

ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
大
商
談

会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

も
っ
た
い
な
い
市
場
の
お
客

様
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、

矢
祭
町
役
場
ブ
ー
ス
で
は
矢

祭
町
の
紹
介
、
酒
井
隊
員
が

製
造
し
た
ラ
ズ
ベ
リ
ー
菓
子
、

ジ
ャ
ム
の
販
売
、
長
友
が
製

造
し
た
ラ
ズ
ベ
リ
ー
リ
ー
フ

テ
ィ
ー
の
試
飲
等
を
行
い
ま

し
た
。

冷
凍
ラ
ズ
ベ
リ
ー

は
、
ジ
ャ
ム
や
シ
ロ

ッ
プ
、
漬
込
み
酒
に

も
ご
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ

さ
い
。



俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

後ご
こ
う光

差
す
世
の
埃ち

り

落
と
す
雪
景
色

大
寒
や
星
空
遠
く
友
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

初
雪
や
齢
よ
わ
い

か
み
し
む
卵
焼

年
明
の
雪
こ
ん
こ
ん
と
己
を
悟
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

竜
の
玉
風
よ
り
低
く
の
ぞ
き
見
る

日
向
ぼ
こ
今
だ
に
の
び
る
爪つ

め

と
髪か

み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
一
月
詠
草

冬
枯
れ
の
庭
に
落
ち
葉
を
押
し
の
け
て

福
寿
草
の
ひ
と
む
れ
春
を
告
げ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

新
し
き
年
は
無
理
を
せ
ず
健
や
か
に
と

心
に
誓
い
眠
り
に
つ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

前
山
に
昇
る
朝
日
の
清
し
さ
に

令
和
五
年
の
平
和
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

お
互
い
に
齢
重
ね
来
て
い
つ
の
間
に

君
と
八や

そ

じ
十
路
の
坂
の
ぼ
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民

産
ま
れ
く
る
曽
孫
の
命
名
書
き
置
き
し

夫
の
毛
筆
木
版
に
美は

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

初
詣
で
村
の
神
社
に
お
供
え
を

あ
げ
て
今
年
も
幸
せ
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

白
内
障
の
手
術
終
わ
り
我
の
目
を

青
・
赤
・
緑
の
光
攻
め
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

1617

まちの駅
　やまつり

利
用
無
料

休憩スペース

トイレ

営 業 時 間
平日8：30～ 17：00

【買ってくっぺ便】には、買い物代行と移動販売があります

■買い物代行

■移動販売

お買い物にお困りの方はまちの駅やまつりまでお電話ください
町内で購入出来る商品を登録料・手数料無料でお届けします。

担当：小滝

担当：佐川

H P

Facebook

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

お気軽にご注文
ください

【問い合わせ】
まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659 　FAX : 0247-57-5660

★内川地区
・菊池 洋さん宅前　 
　　　　（13：30頃）
・金澤 利光さん宅
　　　　（13：45頃）
・芳賀 きよ子さん宅
　　　　（14：30頃）
・古市 勝弥さん宅　
　　　　（ 14：40頃）
・仲田 春治さん宅　
　　　　（15：30頃）

★石井地区
・竹野内地区池の前　 
　　　　（13：30頃）
・古市園芸前
　　　　（14：10頃）
・鶴ヶ池バス停
　　　　（14：40頃）
・古市 文雄さん宅前　
　　　　（ 15：00頃）
・追分地区　
　　　　（15：15頃）

★宝坂・追分地区 ★下関・大垬地区
お菓子、お惣菜、
日用品など取り揃え
ております

※大雨、大雪の日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。

・中山ニュータウン
　　　　(13：30頃 )
・沼田 ミチ子さん宅
　　　　（14：00頃）
・天神前バス停
　　　　(14：20頃 )
・古市理容室前
　　　　(14：30頃 )
・佐川商店前　
　　　　(14：50頃 )
・折屋　 （15：40頃）

●到着時間が前後する場合があります

電話受付時間
平日９時から 11時まで
まちの駅にお電話
ください。
品物おひとつから
配達いたします。

配達時間
当日 14時から 16時頃
※配達時間が前後する
　場合がございます
お届けの際に現金で
お支払いください。

まちの駅までお電話を
いただきましたら、後日
担当がご自宅までお伺い
します。その際に、申込書
を記入していただき
登録は完了です。

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリーWi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料提供、地域の観光案内、もったい　　
ない文庫の取り扱いも行っています。
待ち時間やお買い物の途中など、お気軽にお立ち寄りください。

・やまつりファーム　 
　　　　（13：30頃）
・下石井中野内地区
　　　　（13：45頃）
・和田 始子さん宅前
　　　　（14：00頃）
・櫻の苑　
　　　　（14：10頃）
・舟見地区　
　　　　（14：30頃）
・せせらぎ荘
　　　　(15：00頃 )

登 録 注 文 配 達



社会福祉事業に尽力
▶社会福祉法人全国社会福祉協議会長賞受賞報告

　１月１８日（水）、役場町長室において多年にわ
たり社会福祉事業に尽力した功績を讃えられ社会
福祉法人全国社会福祉協議会清家篤会長より表彰
状を受賞した矢祭町社会福祉協議会事務局長の齊
藤登さんが来庁し、佐川町長に受賞の報告をしま
した。

1819

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　１２月２８日（水）、役場町長室において鈴木下
石井区長らが来庁し、下石井駒橋上道は道幅が狭く
日常生活が困難であり、震災後に発生した地盤沈下
による道路のひび割れが目立つことから、地域住民
の安全確保のため拡幅工事及び地盤沈下防止に向け
た補修工事を要望し、陳情書を提出しました。

地域住民の安全確保のため
▶下石井地区陳情

　１２月２３日（金）、役場町長室において多年に
わたり木製建具製造工として職務に精励したことを
讃えられ黄綬褒章を受章した金澤良吉さんが来庁
し、佐川町長に受章の報告をしました。また、黄綬
褒章受章を記念し、中石井区と歳末たすけあい募金
に金一封を寄付しました。

金澤良吉さんが黄綬褒章を受章
▶黄綬褒章受章報告

砲丸投げで全国大会出場
▶若鮎チャレンジサポート激励金交付式

　１２月２３日（金）、役場町長室において若鮎
チャレンジサポート激励金交付式が行われ、第
２２回全国障がい者スポーツ大会陸上競技砲丸な
げに出場した福島県立聴覚支援学校高等部２年生
の小瀧吏南さんの功績を讃え、激励金が交付され
ました。

　１月１７日（火）、役場第１会議室において人権擁
護委員委嘱状及び退任感謝状交付式が行われ、新たに
佐川潔子さんと佐藤裕さんに福島地方法務局白河支局
長から委嘱状が伝達されました。その後、多年（２期
６年）にわたり人権思想の普及高揚に貢献した功績を
讃え、柏正二さんに退任感謝状が伝達されました。

　１月４日（水）、　令和５年矢祭町消防団出初式が
矢祭中学校校庭にて挙行されました。今年も山村開
発センター駐車場から矢祭中学校までの道程を堂々
と行進し、地域住民へ無火災を呼びかけました。ま
た、式典では、規律正しい観閲・通常点検ののち、
各種表彰等が行われました。

人権思想の普及高揚のため
▶人権擁護委員委嘱状及び退任感謝状交付式

町内の無火災・無災害を願う
▶矢祭町消防団出初式

３団体合同で閉級式を迎える
▶生涯学習合同閉級式

　１月２１日（土）、山村開発センター大集会室に
おいて、令和大学・女性団体連絡協議会・ふるさと
探検隊合同の閉級式が行われました。式では、各団
体の参加賞及び修了賞が菊池教育長より授与され、
各団体の代表者がそれぞれ１年間の活動に対するお
礼のことばを述べました。



　

令
和
５
年
４
月
か
ら
地
方
公

務
員
の
定
年
が
現
在
の
60
歳
か

ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
86
号
）

　

福
島
県
の
特
別
職
に
支
給
さ

れ
る
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
町
長
等
の
特
別
職
に
支

給
す
る
期
末
手
当
の
算
定
基
礎

額
に
乗
ず
る
割
合
を
改
定
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
82
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
個
人
町
民

税
、
普
通
交
付
税
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
、
デ
ジ
タ
ル

基
盤
改
革
支
援
補
助
金
、
国
民

健
康
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の

増
額
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
、

町
債
の
減
額
、
歳
出
に
お
け
る

光
熱
水
費
、
公
共
施
設
等
整
備

基
金
積
立
金
、
法
人
町
民
税
の

還
付
金
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
操
出
金
、
国
県
支
出
金
等

返
還
金
、
道
路
橋
梁
維
持
費
の

測
量
設
計
委
託
料
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
賄
材
料
費
、
体
育
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
設
計
委
託
料
、

予
備
費
等
の
増
額
、
標
準
宅
地

評
価
業
務
委
託
料
、
や
ま
つ
り

元
気
祭
補
助
金
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
工
事
費
等
の
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
83
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
一
般
会
計
繰

入
金
の
増
額
、
歳
出
に
お
け
る

国
保
事
業
報
告
シ
ス
テ
ム
改
修

費
用
負
担
金
、
療
養
給
付
費
交

付
金
等
過
年
度
返
還
金
、
予
備

費
の
増
額
が
主
な
補
正
の
内
容

で
す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
84
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
一
般
会
計
繰

入
金
の
増
額
、
歳
出
に
お
け
る

一
般
管
理
費
、
居
宅
介
護
福
祉

用
具
購
入
費
の
増
額
、
予
備
費

の
減
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
85

号
）

　

第
３
条
予
算
の
収
益
的
収
入

に
お
け
る
営
業
外
収
益
の
一
般

会
計
か
ら
の
補
助
金
の
増
額
、

収
益
的
支
出
に
お
け
る
営
業
費

用
の
宮
脇
配
水
池
４
号
送
水
ポ

ン
プ
修
繕
費
、
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
伴
う
給
与
等
の
増
額
、

予
備
費
の
減
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

　
　

来
年
春
に
予
定
さ
れ
て
い

る
矢
祭
町
長
選
挙
の
出
馬
表
明

と
決
意
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
長
に
就
任
し
て
３
年
８
か

月
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
間
町

政
懇
談
会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

よ
う
な
東
日
本
を
襲
っ
た
台
風

19
号
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ

き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
今

後
は
人
口
減
や
少
子
高
齢
化
、

物
価
の
高
騰
と
い
っ
た
課
題
を

１
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
矢

祭
町
は
東
北
の
最
南
端
で
、
関

東
圏
に
近
い
町
で
も
あ
る
の

で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
全
国
的

に
発
信
す
る
か
と
い
う
こ
と
も

検
討
し
て
、
関
係
人
口
、
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

第
６
次
総
合
計
画
の
遂
行

も
残
っ
て
い
る
が
、
重
点
政
策

が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　

町
長

　

交
通
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し

て
、
宝
坂
の
国
道
３
４
９
号
の

整
備
促
進
、
国
道
１
１
８
号
の

バ
イ
パ
ス
化
の
た
め
の
期
成
同

盟
会
の
発
足
、
町
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
の
防
災
・
減

災
の
強
化
を
し
っ
か
り
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
東
館
駅
舎
の
改
修
を
含
め

た
水
郡
線
の
活
性
化
や
交
流
人

口
、
関
係
人
口
の
増
加
の
た
め

の
道
の
駅
構
想
も
し
っ
か
り
時

間
を
か
け
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

矢
祭
町
長
選
挙
の
出

馬
に
つ
い
て

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

12
月
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
14
日
と
15
日
に
行
わ
れ
、

９
議
員
が
登
壇
し
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

一
般
・
土
木
行
政

緑川裕之議員

問答

問答

やまつり
議会議会だよりだより №163

2023.2.3

第６回定例会
12月12日～16日

全
議
案
原
案
通
り
可
決
！

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
と

４
日
目
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
に
質
問
を
し
ま
し
た
。
５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行

わ
れ
、
専
決
処
分
報
告
２
件
、
条
例
の
制
定
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
４
件
が
提

案
さ
れ
、
合
計
11
案
件
を
審
議
し
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

2021

◎
専
決
第
９
号　

令
和
４
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
76
号
）

◎
専
決
第
10
号　

令
和
４
年
度

矢
祭
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
77
号
）

　

い
ず
れ
の
会
計
も
地
方
自
治

法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
緊
急
や
む
を
得
ず
専

決
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
地
方
活
力
向
上
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
及
び
不
均
一
課
税
に
関
す

る
条
例
の
制
定
（
議
案
第
78
号
）

　

地
域
再
生
法
の
規
定
に
よ

り
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を

受
け
た
県
の
地
域
再
生
計
画
に

定
め
ら
れ
た
地
方
活
力
向
上
地

域
に
お
け
る
地
方
活
力
向
上
地

域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
事
業

の
用
に
供
す
る
た
め
の
土
地
、

家
屋
、
構
築
物
、
償
却
資
産
等

の
特
別
償
却
設
備
を
新
設
ま
た

は
増
設
し
た
認
定
事
業
者
に
対

し
て
課
税
す
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
及
び
不
均
一
課
税
等

の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
新
た

な
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
情
報
通
信
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
第

79
号
）

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
Ｉ

Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴

い
、
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
管
理

装
置
子
局
の
設
置
位
置
に
変
更

が
生
じ
た
た
め
、
施
設
の
位
置

に
関
す
る
規
定
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
80
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
伴
い
、
若
年
層
の
給
料
月
額

を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
一

般
職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
と

再
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
年

間
支
給
月
数
を
引
き
上
げ
る
た

め
、
関
連
す
る
条
項
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

（
議
案
第
81
号
）

令和４年度各会計別予算補正状況（議案第82～85号） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,508,628 105,288 4,613,916

特 別 会 計
国民健康保険 602,330 7,267 609,597

介 護 保 険 683,931 32 683,963

水道事業会計
収益的収入 140,389 826 141,215

収益的支出 140,389 826 141,215

専

決

処

分

補

正

予

算

令和４年度各会計別予算補正状況（専決第９、10号） 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,474,354 34,274 4,508,628

水道事業会計 資本的収入 40,890 1,413 42,303

資本的支出 67,837 2,826 70,663

条　
　

例



登
校
児
童
・
生
徒
の
割
合
は
小

学
校
が
１
・
３
％
、
中
学
校
が

５
・
０
％
で
、
増
加
傾
向
に
あ

る
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
は
、

小
学
校
は
全
国
並
み
で
、
中
学

校
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
　

現
在
は
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
ー

ル
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い
っ

た
別
教
室
な
ど
の
対
応
は
行
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

小
学
校
で
は
保
健
室
や
別
室

で
個
別
に
指
導
し
て
お
り
、
中

学
校
で
も
教
育
支
援
員
が
教
室

に
入
れ
な
い
子
供
の
学
習
を
別

室
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公

的
な
適
応
指
導
教
室
が
郡
内
で

は
棚
倉
町
に
１
つ
あ
る
だ
け
な

の
で
、
４
町
村
の
教
育
長
が
県

教
育
委
員
会
に
新
た
な
適
応
指

導
教
室
設
置
の
要
望
活
動
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

隣
町
で
建
築
し
て
い
る
、

子
供
た
ち
を
集
め
る
「
第
三
の

居
場
所
」
の
よ
う
な
も
の
を
造

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

適
応
指
導
教
室
に
当
た
る
と

思
う
が
、
そ
れ
は
町
独
自
で
設

置
す
る
よ
り
、
郡
内
で
設
置
し

て
県
の
教
員
を
配
置
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
、
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

学
校
給
食
の
賄
い
食
材
の

高
騰
が
か
な
り
心
配
さ
れ
る

が
、
今
後
、
値
上
が
り
分
は
全

て
公
費
で
賄
う
の
か
、
考
え
を

伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

今
後
も
保
護
者
負
担
分
は
増

額
せ
ず
に
公
費
で
補
う
予
定
に

な
っ
て
い
る
。

　
　

給
食
の
時
間
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
今
ま
で
黙
食
と
い
う

こ
と
で
指
導
さ
れ
て
き
た
と
思

う
。
11
月
に
文
科
省
か
ら
、
適

切
な
対
応
が
あ
れ
ば
話
を
し
な

が
ら
食
べ
て
も
よ
い
と
い
う
発

表
が
あ
っ
た
が
、
町
で
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

給
食
に
つ
い
て
は
、
子
供
た

ち
が
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
が
食

育
の
大
き
な
ね
ら
い
で
も
あ
る

の
で
、
今
後
必
要
な
対
策
を
取

り
な
が
ら
、
話
を
し
な
が
ら
会

食
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

先
日
、
県
内
で
も
高
齢
者

が
運
転
す
る
車
が
暴
走
し
、
死

亡
事
故
が
発
生
し
た
。
以
前
、

自
動
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
カ
ー
を
搭

載
し
た
車
を
購
入
す
る
際
の
町

の
補
助
金
に
つ
い
て
質
問
し
た

際
に
は
、
考
え
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
単
独
で
の
補
助
金
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
の
で
、
今
後
国

等
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
。

　
　

こ
の
助
成
事
業
は
、
高
齢

者
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
事
業

で
あ
る
と
思
う
。
現
在
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
上
限
額
設
定
や
半

額
助
成
と
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
こ
れ
を
変
え
る
考
え

は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
部
分
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
担
い
手
が
い
な
く
な
り
、

い
よ
い
よ
存
続
の
危
機
を
迎
え

て
い
る
。
こ
れ
を
捉
え
て
、
先

に
産
業
常
任
委
員
会
か
ら
町
に

米
生
産
者
に
対
す
る
支
援
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
要
望
書
を
提
出
し

て
か
ら
３
か
月
が
経
過
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
見
解
と
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
非

常
に
厳
し
く
、
抜
本
的
な
解
決

に
は
消
費
者
の
意
識
を
含
め
、

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
価
格
に

反
映
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
を
早
い
う
ち
に
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
状
の

課
題
に
つ
い
て
把
握
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
長

　

農
業
政
策
の
課
題
に
し
っ
か

り
向
き
合
う
姿
勢
は
、
農
業
者

も
行
政
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
地
域

を
見
た
農
業
政
策
と
い
う
か
、

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
も
立
て
る

べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
、

全
国
の
農
山
村
が
抱
え
る
共
通

の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

は
本
年
度
か
ら
農
地
の
林
地
化

の
取
り
組
み
を
支
援
し
始
め
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
町
と
し

て
も
耕
作
放
棄
地
は
も
と
よ

り
、
管
理
に
限
界
が
見
込
ま
れ

る
農
地
も
含
め
て
、
行
政
の

リ
ー
ド
に
よ
り
保
水
力
の
高
い

広
葉
樹
を
中
心
に
林
地
化
対
策

を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
で
、
既
に
荒
廃
し
た
農
地
の

ほ
か
に
耕
作
放
棄
の
懸
念
が
特

に
大
き
い
農
地
を
山
林
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
樹
木
等
の
苗

　
　

長
年
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
等

に
よ
り
防
御
し
て
い
る
箇
所
が

あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
確

認
を
し
、
危
険
度
や
緊
急
度
を

勘
案
し
な
が
ら
１
つ
ず
つ
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

林
道
大
垬
線
で
も
崩
落
箇

所
が
何
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
の

辺
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

国
有
林
内
に
あ
る
た
め
、
森

林
管
理
署
と
の
協
議
が
必
要
で

あ
り
、
協
議
が
整
い
次
第
工
事

に
着
手
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

冬
場
の
路
面
凍
結
場
所
等

は
、
融
雪
剤
対
応
ば
か
り
で
は

な
く
、
日
陰
対
策
も
必
要
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

日
陰
対
策
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
道
路
沿
い
の
樹
木
を
伐
採

す
る
際
の
経
費
の
２
分
の
１
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

町
が
計
画
的
に
進
め
て
は

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

民
地
は
所
有
者
の
方
に
伐
採

を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
が
、

道
路
敷
に
つ
い
て
は
場
所
を
確

認
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
と
思

う
。

　
　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
、
汚
れ

や
樹
木
の
遮
蔽
に
よ
り
機
能
さ

れ
て
い
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
管
理
は
、

町
民
の
方
か
ら
連
絡
や
職
員
が

汚
れ
を
確
認
し
た
場
合
に
担
当

職
員
が
清
掃
等
を
行
っ
て
い

る
。
樹
木
は
、
基
本
的
に
所
有

者
の
方
に
伐
採
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
　

町
道
、
農
道
、
林
道
に
お

い
て
、
町
で
道
路
の
草
刈
り
を

行
っ
て
い
る
箇
所
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

地
区
と
地
区
を
結
ぶ
路
線
や

観
光
路
線
等
を
中
心
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し

て
実
施
し
て
い
る
。
町
道
は
４

路
線
、
農
道
は
２
路
線
、
林
道

は
３
路
線
で
行
っ
て
い
る
。

　
　

高
齢
化
に
よ
り
地
域
で
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
町
に
依

頼
す
れ
ば
行
っ
て
い
た
だ
け
る

の
か
伺
う
。　

　
　

事
業
課
長

　

高
齢
化
や
地
域
住
民
数
の
減

少
に
よ
り
で
き
な
い
と
い
う
相

談
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
追
加

で
行
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
。

　
　

林
道
の
草
刈
り
等
の
際
に

は
燃
料
代
を
出
し
て
い
る
。
町

道
も
そ
う
い
う
対
応
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

町
道
等
の
草
刈
り
を
地
元
で

実
施
し
た
場
合
に
は
、
自
立
総

務
課
で
行
っ
て
い
る
地
域
活
動

支
援
助
成
金
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　

町
営
住
宅
は
築
40
年
を
過

ぎ
て
い
る
建
物
が
多
く
、
老
朽

化
し
て
い
る
と
思
う
。
現
在
の

町
営
住
宅
の
入
居
状
況
を
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

全
部
で
１
０
９
戸
あ
り
、
そ

の
う
ち
84
戸
が
入
居
し
て
い

る
。
25
戸
の
空
き
が
あ
る
が
、

４
戸
は
災
害
時
の
避
難
者
住
宅

用
と
し
て
空
け
て
い
る
。

　
　

関
岡
団
地
の
高
齢
者
の
方

か
ら
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の

設
備
の
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

関
岡
団
地
は
築
42
年
が
経
過

し
て
い
る
の
で
、
長
寿
命
化
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
建
て
替
え
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
新

築
す
る
際
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

採
用
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

　
　

関
岡
団
地
の
空
き
部
屋
の

入
居
募
集
は
行
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
空
き
部
屋
は
１
室
で
、

募
集
は
し
て
い
る
。

　
　

空
き
部
屋
を
埋
め
る
長
期

的
な
努
力
は
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

こ
れ
か
ら
の
移
住
・
定
住
の

中
で
、
町
営
住
宅
の
改
修
、
新

築
も
考
え
て
い
く
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

道
の
駅
に
は
地
域
活
性
化

の
拠
点
、
防
災
の
拠
点
、
若
者

が
集
う
憩
い
の
場
、
多
世
代
交

流
の
場
と
い
う
よ
う
な
可
能
性

が
あ
る
が
、
道
の
駅
に
対
す
る

考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

先
進
地
の
方
の
話
を
聞
き
な

が
ら
コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
け
ば
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
、
農
業
振
興
の
拡
大
、
商

工
業
の
新
し
い
商
品
開
発
と

い
っ
た
も
の
が
で
き
る
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
、
町
民
や
議
員

の
意
見
を
し
っ
か
り
捉
え
な
が

ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

全
国
で
コ
ロ
ナ
禍
が
子
供

た
ち
の
生
活
に
変
化
を
与
え

て
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が

増
加
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
話
が
あ
る
。
本
町
の
子

供
た
ち
の
現
状
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

文
部
科
学
省
か
ら
問
題
行
動

調
査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
、
不

答問 問答答 答

答

問

質
問　

学
校
給
食
に
つ
い
て

問

問

答

答 問

答

問

質
問　

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業
に
つ
い
て

問

答

問

答

答答 問

問

質
問　

町
道
・
農
道
・
林
道
等
の

危
険
箇
所
等
の
把
握
に
つ
い
て

質
問　

高
齢
者
の
運
転
対
策

に
つ
い
て

問

質
問　

道
の
駅
建
設
に
つ
い
て

問

問

答 答

質
問　

道
路
の
草
刈
り
状
況
に

つ
い
て

答 問

答

問

答 問土
木
・
教
育
・
福
祉
行
政

質
問　

町
営
住
宅
の
老
朽
化

に
つ
い
て

本多勇也議員

答答

質
問　

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

産
業
・
土
木
・
一
般
行
政

質
問　

町
の
基
幹
産
業
と
し

て
、
美
し
い
郷
土
を
守
る
た

め
の
農
業
者
支
援
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

片野一也議員

質
問　

中
山
間
地
域
に
お
け
る

最
適
土
地
利
用
対
策
に
よ
る
林

地
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問

答 問答

問答

問答

問
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積
雨
量
が
１
５
０
ミ
リ
を
超
過

し
た
た
め
事
前
通
行
規
制
を
実

施
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
後

も
道
路
利
用
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

矢
祭
山
ト
ン
ネ
ル
は
小
石

が
落
ち
て
き
た
と
い
う
情
報

だ
っ
た
が
、
そ
こ
の
修
復
は
さ

れ
た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

小
石
が
落
ち
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
た
め
、
修
復
作

業
等
は
し
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。

　
　

大
だ
る
ま
岩
付
近
に
、
落

石
対
応
の
た
め
の
防
護
ネ
ッ
ト

が
あ
る
が
、
点
検
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
道

路
施
設
の
点
検
を
実
施
し
て
お

り
、
修
繕
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
場
合
に
は
、
状
況
に
応
じ
た

対
応
を
実
施
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

　
　

高
規
格
道
路
の
建
設
が
新

聞
等
で
報
道
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
動
き
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　

町
長

　

国
道
１
１
８
号
の
バ
イ
パ
ス

化
が
県
の
新
広
域
道
路
交
通
計

画
構
想
に
組
み
込
ま
れ
た
ば
か

り
で
、
今
後
具
体
的
な
検
討
に

入
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　

災
害
時
の
生
活
用
品
等
の

確
保
の
た
め
、
町
内
外
の
大
型

店
舗
と
の
連
携
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
既
に
連
携
し
て
い
る
自

治
体
や
店
舗
は
ど
こ
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
内
の
日
用
品
及
び
食
品
等

の
取
扱
い
企
業
と
災
害
時
に
お

け
る
物
資
供
給
等
に
関
す
る
協

定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
食
品
と
日
用

品
に
つ
い
て
は
８
社
、
電
化
商

品
は
３
社
、
燃
料
が
１
社
、
宿

泊
が
１
社
、
交
通
が
１
社
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
八
溝
定

住
圏
の
市
町
村
と
災
害
時
に
お

け
る
相
互
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
　

今
年
の
５
月
に
東
北
電
力

か
ら
寄
附
さ
れ
た
街
灯
の
設
置

状
況
と
今
後
の
設
置
予
定
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
20
個
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
、
各
防
犯
協
会

で
設
置
個
所
の
選
定
及
び
設
置

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
は
、
５
か
所
が
設
置

済
み
で
、
残
り
は
各
地
区
の
要

望
箇
所
の
優
先
順
位
等
を
検
討

し
な
が
ら
設
置
を
し
て
い
く
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
第
８
波
と
い
う

こ
と
で
、
町
民
が
心
配
し
て
い

る
内
容
に
ど
う
応
え
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
理

解
を
求
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
感

染
防
止
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

成
人
式
の
対
応
、
冬
休
み

期
間
延
長
の
有
無
つ
い
て
伺

う
。

　
　

教
育
課
長

　

成
人
式
は
、
国
・
県
の
感
染

対
策
を
遵
守
し
、
来
場
者
数
を

減
ら
す
な
ど
の
対
策
を
し
て
実

施
す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。

対
策
と
し
て
、
参
加
者
に
つ
い

て
は
１
週
間
前
か
ら
の
健
康
管

理
チ
ェ
ッ
ク
と
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
の
配
付
を
考
え
て
い
る
。

　
　

教
育
長

　

冬
休
み
期
間
の
短
縮
や
延
長

は
考
え
て
い
な
い
。
子
供
た
ち

の
家
庭
で
の
生
活
指
導
は
徹
底

し
て
い
る
が
、
親
に
も
冬
休
み

の
過
ご
し
方
と
い
う
文
書
を
発

送
し
て
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
、
帰
省
、
他
都
道
府
県

へ
の
往
来
の
行
動
制
限
等
は
な

い
の
で
、
移
動
す
る
際
に
は
自

身
の
体
調
管
理
や
移
動
先
の
感

染
状
況
の
把
握
な
ど
を
含
め

て
、
感
染
防
止
対
策
の
お
願
い

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

持
続
化
給
付
金
は
ま
だ
継

続
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
、

そ
れ
に
代
わ
る
支
援
事
業
な
ど

は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

国
が
実
施
し
て
い
る
持
続
化

給
付
金
は
、
昨
年
２
月
で
申
請

受
付
を
終
了
し
て
い
る
。
今
年

度
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
ほ
か
６
つ
の
助
成
事
業
を

行
っ
た
が
、
次
年
度
に
お
い
て

も
事
業
実
績
や
今
後
の
経
済
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

今
年
度
の
補
正
予
算
で
も

灯
油
、
電
気
、
ガ
ス
、
そ
の
他

の
支
援
に
つ
い
て
出
て
い
る

が
、こ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

物
価
高
騰
対
応
生
活
困
窮
世

帯
緊
急
補
助
事
業
で
、
12
月
中

に
１
世
帯
当
た
り
１
万
円
の
支

給
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
情
報

が
漏
洩
し
な
い
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

町
に
お
い
て
、
ど
ん
な
こ
と

が
起
き
る
の
か
と
い
う
知
見
は

有
し
て
い
な
い
の
で
お
答
え
は

で
き
な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
に
は

氏
名
や
生
年
月
日
等
の
４
要
件

の
デ
ー
タ
し
か
な
く
、
そ
れ
以

外
の
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
デ
ー

タ
は
国
の
サ
ー
バ
ー
の
中
で
管

理
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

Ｄ
Ｘ
推
進
の
町
の
認
識
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

木
を
植
え
る
た
め
の
刈
払
い
や

除
去
等
に
対
す
る
交
付
金
が
あ

る
。
ま
た
、
既
に
森
林
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
農
地
、
特
に
山

間
部
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
績
等
に
基

づ
い
て
非
農
地
判
断
の
事
務
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

先
頃
、
福
島
県
で
は
残
土

の
受
入
れ
地
を
発
注
者
側
で
確

保
す
る
方
向
と
の
こ
と
で
、
既

に
有
償
受
入
れ
地
を
公
募
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
町
は
ど
の

よ
う
な
方
針
で
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
と
し
て
も
残
土
処
理
場
の

確
保
は
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
の
で
、
候
補
地
の
選
定

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
土
地
改
良
等
で

受
入
れ
が
可
能
な
農
地
の
募
集

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
計
画
す
る
公
共
工
事

の
建
設
地
な
ど
、
敷
地
造
成
を

見
込
ん
で
の
残
土
受
入
れ
や
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
確
保
の
検
討

は
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

工
事
発
生
土
の
有
効
活
用
の

点
か
ら
は
最
良
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
予
定

は
な
い
。

　
　

残
土
処
理
の
あ
り
方
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
は
非
常
に

大
事
で
、
公
共
施
設
の
整
備
計

画
と
関
連
を
持
た
せ
て
行
え
ば

無
駄
が
省
け
る
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

　
　

町
長

　

今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
　

本
町
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
と
普
及

率
を
高
め
る
た
め
の
手
法
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

11
月
現
在
の
交
付
率
は
40
・

７
％
、
申
請
率
が
49
・
９
％
と

な
っ
て
い
る
。
普
及
率
の
向
上

と
し
て
、
土
日
祝
日
等
に
臨
時

の
窓
口
を
設
け
、
町
民
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
、
引
き
続
き
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

政
府
が
創
設
し
た
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

の
受
給
要
件
と
し
て
、
取
得
率

50
％
を
上
回
る
自
治
体
と
す
る

と
い
う
よ
う
な
報
道
を
目
に
し

た
が
、
町
と
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

そ
の
情
報
は
承
知
し
て
は
い

な
い
が
、
11
月
末
の
申
請
率
が

49
・
９
％
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
の
申
請
状
況
か
ら
い
く
と
今

年
末
に
は
60
％
近
く
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
田
園

都
市
国
家
構
想
の
推
進
交
付
金

等
の
申
請
が
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　

町
民
の
中
に
は
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
制
度
が
始
ま
る
前

に
カ
ー
ド
を
作
っ
た
た
め
、
ポ

イ
ン
ト
は
も
ら
え
な
い
と
思
い

込
ん
で
い
る
方
が
い
る
と
聞
い

た
。
再
度
分
か
り
や
す
い
周
知

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

12
月
の
行
政
区
回
覧
で
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
方
法

に
つ
い
て
周
知
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
申
請
の
期
限

が
２
月
末
な
の
で
Ｉ
Ｐ
告
知
や

広
報
で
お
知
ら
せ
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
今
後
様
々
な
ハ
ー
ド
事
業

が
具
現
化
さ
れ
て
い
く
と
思
う

が
、
そ
れ
ら
の
事
業
整
備
計
画

の
動
向
と
見
通
し
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

町
長

　

本
年
度
に
矢
祭
町
公
共
施
設

等
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
子
供
の
室
内
遊
び
場
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
道
の

駅
世
代
間
交
流
拠
点
施
設
、
中

央
公
民
館
、
そ
し
て
役
場
庁
舎

も
含
め
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
描
く
前
段
と
し
て
、
各
課
横

断
的
な
検
討
を
し
て
い
る
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

検
討
委
員
会
で
は
、
矢
祭
町

全
体
に
今
後
配
置
し
て
い
く
公

共
施
設
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
べ
き
か
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
当
局
で
検
討
す

る
こ
と
が
一
つ
の
骨
格
と
な

り
、
方
向
性
と
し
て
示
さ
れ
な

が
ら
、
町
民
も
交
え
た
検
討
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
よ
い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
民
や
議
員
の
皆
様
方
と
の

意
見
交
換
も
大
事
な
こ
と
で
あ

る
と
思
う
。

　
　

令
和
５
年
度
に
向
け
た
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
の
町
長
の

方
針
、
主
要
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

町
長

　

教
育
環
境
の
整
備
、
少
子
・

高
齢
化
の
福
祉
対
策
、
関
係
人

口
・
交
流
人
口
対
策
と
し
て
の

行
政
間
の
交
流
、
観
光
産
業
を

充
実
さ
せ
な
が
ら
の
道
の
駅
構

想
、
農
林
商
工
業
の
発
展
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
防
災
・

減
災
の
強
化
、
企
業
誘
致
な
ど

を
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

令
和
元
年
の
大
型
台
風
が

通
過
し
た
際
に
、
矢
祭
山
ト
ン

ネ
ル
の
手
前
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が

あ
っ
た
が
、
も
っ
と
手
前
に
通

行
止
め
の
看
板
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
近

く
に
は
警
備
員
も
い
な
く
、
長

時
間
の
通
行
止
め
が
続
い
た

が
、
そ
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た

の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
累

問

大森泰幸議員

福
祉
・
一
般
・
教
育
行
政

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波

に
よ
る
町
民
生
活
、
経
営
支

援
策
に
つ
い
て

土
木
・
防
災
・
防
犯
行
政　藤井隆治議員

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
と
周
知
方
法
に
つ
い
て

質
問　

大
だ
る
ま
岩
の
脇
を

通
る
国
道
に
つ
い
て

問

答

問問

問

答

答問

問問

問

答

答問 答答

問答問答問 答
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質
問　

令
和
５
年
度
に
向
け
た
各

種
整
備
計
画
の
見
通
し
並
び
に
予

算
編
成
方
針
に
つ
い
て

問

答

答

答

答

答

問

問

問

問

答

問

答 答答

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

Ｄ
Ｘ
推
進
、
職
員
配
置
に
つ
い
て

答

答

答

質
問　

災
害
時
の
生
活
用
品

保
管
に
つ
い
て

答

質
問　

公
共
工
事
建
設
発
生
土

処
理
の
あ
り
方
と
受
入
れ
地
の

確
保
に
つ
い
て

問

問

質
問　

ト
ン
ネ
ル
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

質
問　

街
灯
に
つ
い
て

答
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を
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
、
人
々

の
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
へ
と

変
革
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
移
動
手
段
を
使
わ

ず
に
自
宅
か
ら
様
々
な
申
請
、

手
続
き
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
、

町
民
の
皆
様
に
も
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

Ｄ
Ｘ
推
進
に
伴
う
今
後
の

職
員
の
人
事
政
策
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
あ
る
専
門

職
を
職
員
か
ら
出
す
こ
と
は
時

間
が
か
か
る
の
で
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
行
う
の
に
は
専
門

的
な
知
識
が
あ
る
外
部
の
人
材

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
最
善

の
方
法
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

若
手
職
員
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
推
進
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る

の
で
、
そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
み
ら
い
づ

く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で

ど
う
い
う
支
援
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

協
議
会
の
事
業
計
画
を
見
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
町
づ
く

り
の
推
進
事
業
か
ら
観
光
、
農

山
村
の
振
興
、
環
境
保
全
、
子

供
の
育
成
事
業
と
、
私
の
将
来

の
町
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
同
じ

思
い
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に

心
強
く
思
っ
て
い
る
。
地
域
に

と
っ
て
も
活
性
化
の
１
つ
の
団

体
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
は
あ
る
の
で
、
今
後
町

と
連
携
す
る
方
向
に
は
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

水
郡
線
乗
客
減
少
の
発
表

か
ら
３
か
月
が
経
過
し
て
い
る

が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
政
府
、
他

町
村
の
現
段
階
で
の
意
向
は
ど

う
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
す
ぐ
に
廃

止
す
る
考
え
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
将
来
を
見
据
え
た
路
線

の
在
り
方
を
協
議
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
国
は
、
沿
線

自
治
体
と
県
が
中
心
に
な
り
法

定
協
議
会
等
を
設
け
、
将
来
に

向
け
た
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
関
係
者
と
検
討
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
基
本
原
則
と
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
沿
線
自
治
体
、
Ｊ

Ｒ
や
県
と
連
携
を
し
て
、
様
々

な
施
策
を
検
討
し
な
が
ら
、
水

郡
線
活
性
化
に
向
け
て
話
合
い

を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

東
館
駅
周
辺
整
備
事
業
の

ロ
ー
タ
リ
ー
は
ど
れ
く
ら
い
の

面
積
で
、
末
買
収
の
面
積
は
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
段
階
で
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等

に
つ
い
て
は
、
現
地
測
量
を

行
っ
て
い
な
い
の
で
正
式
な
敷

地
面
積
等
は
答
え
ら
れ
な
い

が
、
概
算
の
実
施
面
積
は
１
，

４
０
０
㎡
で
、
そ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ

が
所
有
し
て
い
る
土
地
が
１
，

２
０
０
㎡
程
度
に
な
る
の
で
、

そ
れ
を
購
入
し
て
い
く
方
向
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

東
館
駅
舎
の
関
連
で
Ｃ
Ｓ

Ｖ
と
い
う
委
託
業
者
が
い
た

が
、
今
後
の
関
係
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
人
と
人

を
つ
な
ぐ
場
所
と
し
て
東
館
駅

舎
を
活
用
し
た
い
と
考
え
た
と

き
に
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
取
り

持
っ
て
く
れ
た
。
ヒ
ダ
シ
ダ
テ

待
合
室
は
東
館
駅
舎
の
改
築
が

行
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
と
い
う

こ
と
で
運
営
し
て
い
る
が
、
９

月
に
実
施
し
た
ひ
が
し
だ
て
マ

ル
シ
ェ
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
　

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
と
の
関

わ
り
は
ど
ん
な
段
階
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

次
年
度
に
お
い
て
も
協
力
隊

が
在
任
し
て
い
る
間
は
、
活
動

支
援
や
発
表
会
の
支
援
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ヒ
ダ

シ
ダ
テ
待
合
室
も
継
続
し
て
い

く
の
で
、
事
業
連
携
は
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　

東
館
駅
の
魅
力
発
信
を
現

段
階
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

今
後
の
Ｊ
Ｒ
の
動
向
を
見
な

が
ら
、
町
は
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　
　

令
和
３
年
度
の
繰
越
金
が

９
月
に
出
さ
れ
、
基
金
へ
の
積

立
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
繰
り

戻
し
な
ど
を
行
っ
た
が
、
こ
れ

は
妥
当
な
使
い
方
な
の
か
を
伺

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

４
年
度
の
当
初
予
算
編
成
時

点
で
は
財
源
不
足
も
あ
り
、
各

種
基
金
か
ら
の
取
崩
し
を
予
定

し
て
い
た
が
、
９
月
定
例
議
会

で
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
繰
越

金
が
約
６
億
２
千
万
円
に
な
っ

た
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
財
源
が

賄
え
る
た
め
基
金
の
取
り
崩
し

を
取
り
や
め
た
。
ま
た
、
様
々

な
公
共
施
設
の
整
備
を
今
後
検

討
、
計
画
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
繰
越
金
の
一

部
を
公
共
施
設
等
の
整
備
基
金

に
積
み
立
て
る
予
算
を
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
、
各
行
政
区

に
出
向
い
て
要
望
を
聞
く
考
え

は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
と
い
う
の
が
私
の
信
条
で

も
あ
る
の
で
、
声
を
聞
く
こ
と

は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。
た

だ
、
町
へ
の
陳
情
・
要
望
は
年

間
を
通
じ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
各
行
政
区
に
出
向
い
て
聞

く
と
い
う
こ
と
も
コ
ロ
ナ
禍
で

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
各

行
政
区
の
意
見
・
要
望
等
は
、

し
っ
か
り
聞
い
て
判
断
を
し
て

い
く
の
が
行
政
の
役
割
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

教
育
関
係
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
組
織
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る

た
め
の
来
年
度
に
向
け
た
取
り

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

従
来
よ
り
、
各
団
体
か
ら
の

備
品
購
入
や
施
設
の
修
繕
な
ど

の
要
望
が
あ
っ
た
際
に
、
必
要

な
も
の
に
関
し
て
は
検
討
の

上
、
当
初
予
算
や
補
正
予
算
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。

　
　

体
育
館
施
設
の
設
計
を
進

め
る
予
算
化
も
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

各
団
体
か
ら
要
望
を
聞
き
な

が
ら
設
計
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
設
計
に
よ
り
、
来
年
度
に
工

事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

町
長
を
先
頭
に
、
毎
年
危

険
箇
所
の
現
地
調
査
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

治
山
事
業
や
砂
防
事
業
の
工

事
が
発
注
さ
れ
て
い
た
り
、
計

画
中
の
箇
所
等
も
あ
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
現
場
を
視
察
し
て

い
た
だ
い
て
も
よ
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

防
災
倉
庫
が
あ
る
集
会
施

設
の
位
置
づ
け
を
も
っ
と
高
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
現

状
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

各
地
区
の
公
民
館
や
集
会
所

等
の
大
規
模
な
修
繕
等
を
行
う

場
合
は
、
行
政
区
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、
費
用
の
２
分
の
１

を
補
助
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
、
改
修
等
の
計
画
を

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
事
前

に
お
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

親
水
公
園
で
何
か
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
は
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

矢
祭
山
公
園
内
の
憩
い
の
場

と
し
て
多
く
の
方
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
近

隣
住
民
の
方
も
い
る
の
で
、
イ

ベ
ン
ト
等
は
控
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

文
化
祭
で
実
演
団
体
の
方

が
ビ
デ
オ
に
よ
る
演
技
を
見
せ

て
好
評
だ
っ
た
と
思
う
が
、
今

後
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
考
え
が

あ
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

今
年
度
の
文
化
祭
は
、
文
団

連
の
役
員
会
で
内
容
等
を
協
議

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
を
考

慮
し
て
芸
能
発
表
を
中
止
と
し

た
が
、
新
た
な
試
み
と
し
て
ビ

デ
オ
撮
影
を
し
た
映
像
を
会
場

で
流
し
、
来
場
者
参
加
者
と
も

に
好
評
で
あ
っ
た
が
、
文
団
連

の
関
係
者
の
中
に
は
、
舞
台
発

表
を
望
む
声
も
あ
っ
た
の
で
、

来
年
度
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

福
島
駅
伝
の
選
手
や
ス

タ
ッ
フ
へ
の
支
援
及
び
各
ス

ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
県
大
会
ま
で

の
補
助
金
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

は
、
福
島
駅
伝
運
営
費
の
範
囲

内
で
、
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー

や
車
の
燃
料
代
、
高
速
料
金
な

ど
の
必
要
経
費
を
支
給
し
て
い

る
。
県
大
会
出
場
団
体
へ
の
支

援
と
し
て
、
市
町
村
対
抗
競
技

の
出
場
チ
ー
ム
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
市
町
村
対
抗
競

技
以
外
の
各
種
大
会
へ
の
参
加

に
つ
い
て
は
、
体
育
協
会
か
ら

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
　

福
島
駅
伝
で
テ
レ
ビ
に
映

ら
な
い
選
手
を
ど
の
よ
う
に
記

録
す
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

テ
レ
ビ
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
、
ス
タ
ー
ト
か
ら

ゴ
ー
ル
ま
で
の
映
像
を
流
し
て

お
り
、
大
会
終
了
後
も
閲
覧
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

町
独
自
で
映
像
を
撮
影
す
る
こ

と
は
交
通
規
制
も
あ
る
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　

滝
川
渓
谷
の
遊
歩
道
内
の

三
筋
の
滝
付
近
で
の
滑
落
事
故

が
多
い
が
、
事
故
原
因
の
調
査

は
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

何
ら
か
の
策
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

観
光
客
は
増
え
て
き
て
い
る

が
、
中
に
は
軽
装
で
運
動
靴
の

方
も
多
い
の
で
、
登
山
靴
等
の

装
備
の
徹
底
を
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

ま
た
、
危
険
個
所
の
注
意
看
板

の
設
置
や
ベ
ン
チ
、
橋
の
改
修

に
よ
り
安
全
体
制
を
徹
底
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

　
　

県
は
職
員
の
定
年
を
現
在

の
60
歳
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

て
２
０
３
１
年
度
か
ら
65
歳
に

す
る
と
し
て
い
る
。
本
町
で
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

本
町
に
お
い
て
も
、
県
や
他

市
町
村
と
同
様
の
対
応
が
取
れ

る
よ
う
に
、
今
議
会
に
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
を
上

程
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
の

職
員
の
勤
務
、
職
場
の
環
境
改

善
の
た
め
に
も
、
こ
の
定
年
延
長

を
有
効
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

仮
に
60
歳
で
の
退
職
は
可

能
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

退
職
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
60
歳
以
降
に
退
職

す
る
場
合
で
も
、
本
人
の
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
退
職

金
等
に
つ
い
て
は
従
前
ど
お
り

支
給
さ
れ
る
。

　
　

通
園
バ
ス
の
中
に
置
き
去

り
に
さ
れ
た
園
児
が
死
亡
す
る

事
件
等
を
受
け
、
来
年
４
月
か

ら
安
全
装
置
の
設
置
を
義
務
化

し
、
１
台
当
り
の
装
備
費
用
を

補
助
す
る
こ
と
で
早
期
普
及
を

図
る
と
し
て
い
る
が
、
や
ま
つ

り
こ
ど
も
園
の
通
園
バ
ス
は
該

当
に
な
る
の
か
伺
う
。

質
問　

福
島
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
支
援
に
つ
い
て

質
問　

通
園
バ
ス
の
安
全
装
置

義
務
化
に
つ
い
て

問

問 答 問答

答

答

問答

答

問答 答 問

問

問

問

問

問

問

答

答 答

答

答

答

答問

質
問　

文
化
祭
実
演
団
体
へ
の

活
動
及
び
場
の
提
供
つ
い
て

問答

問答 問問答問

問答

問 答

問

鈴木一議員

観
光
・
一
般
・
教
育
行
政

質
問　

滝
川
渓
谷（
山
岳
事
故
）

に
つ
い
て

質
問　

水
郡
線
乗
客
減
少
と

東
館
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

質
問　

令
和
４
年
度
補
正
、
令

和
５
年
度
当
初
予
算
つ
い
て

質
問　

役
場
職
員
の
定
年
引

上
げ
に
つ
い
て
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教
育
長

　

具
体
的
な
補
助
金
額
等
に
つ

い
て
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い

が
、
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
の
通

園
バ
ス
は
補
助
対
象
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

も
安
全
装
置
の
設
置
を
考
え
て

み
て
は
い
か
が
か
。

　
　

教
育
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
子
供
た
ち
を
降
ろ
し
た

と
き
に
、
運
転
手
が
後
ろ
ま
で

確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
こ
ど
も
園
で
導
入

す
る
予
定
の
装
置
の
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
小
学
校
で
も
検

討
す
る
必
要
も
あ
る
か
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

前
回
の
町
長
選
挙
の
際
の

公
約
は
、
ど
れ
く
ら
い
達
成
で

き
た
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
づ
く
り
の
原
点
は
町
民
の

声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
が
私
の

モ
ッ
ト
ー
で
、
ま
ず
地
域
懇
談

会
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
議
会
は
３
回
実
施
で
き
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
学
校

の
海
外
修
学
旅
行
の
中
止
や
Ｉ

Ｔ
に
よ
る
企
業
誘
致
の
た
め
の

企
業
と
の
交
流
会
も
中
止
と
し

た
。
水
郡
線
に
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ

よ
う
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た

が
、
高
い
費
用
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
ま
だ
で
き
な
い
状
態

で
い
る
。
国
道
１
１
８
号
の
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
県
の
構

想
路
線
に
は
入
っ
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
期
成
同
盟
会
を
つ
く
っ

て
陳
情
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　
　

現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
数

は
県
南
地
方
と
し
て
出
て
い
る

が
、
夕
刊
等
を
使
っ
て
町
内
の

人
数
を
公
表
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

県
南
地
方
の
保
健
所
管
内
で

の
県
か
ら
の
発
表
の
み
で
、
町

で
何
人
出
て
い
る
か
は
把
握
で

き
な
い
の
で
、
公
表
は
で
き
な

い
。

　
　

道
の
駅
の
構
想
に
つ
い

て
、
ど
の
辺
に
造
る
の
か
、
取

り
扱
う
商
品
は
ど
う
い
う
物
を

検
討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

運
営
の
方
法
や
造
る
場
所
、

何
を
す
る
か
と
い
う
の
は
ま
だ

白
紙
の
状
態
で
あ
る
。
今
後
、

時
間
を
か
け
な
が
ら
、
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
矢
祭
に
合
っ

た
、
地
域
に
合
っ
た
道
の
駅
構

想
が
活
性
化
の
中
で
は
必
要
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

交
流
人
口
の
拡
大
で
、
ど

の
よ
う
に
し
て
交
流
人
口
を
増

や
し
て
い
く
考
え
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

行
政
間
で
提
携
を
し
な
が
ら

矢
祭
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う

の
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
行
政
間
の
文
化
の
交
流

や
経
済
交
流
、
観
光
交
流
も
必

要
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

交
流
人
口
と
し
て
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
で
き
る
よ

う
な
施
設
を
造
り
、
お
年
寄
り

に
来
て
も
ら
っ
て
、
ユ
ー
パ
ル

も
利
用
し
て
も
ら
っ
て
と
い
う

よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

以
前
か
ら
久
慈
川
の
河
川
敷

に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
い
う

よ
う
な
話
が
あ
っ
た
が
、
土
砂

の
撤
去
や
河
川
改
修
の
計
画
が

あ
る
の
で
、
ま
た
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
ユ
ー
パ
ル
を
活
性
化
す
る

に
は
、
そ
う
い
っ
た
事
業
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

国
道
１
１
８
号
の
バ
イ
パ

ス
化
は
、
ど
の
辺
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

ま
だ
調
査
の
段
階
な
の
で
、

ど
こ
を
通
る
か
な
ど
は
白
紙
の

状
態
で
あ
る
。

　
　

水
郡
線
の
活
性
化
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
汽
車
を

利
用
し
て
も
ら
う
考
え
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

行
政
が
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
水
郡
線
を
利
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
矢
祭
山
駅
や
東
館

駅
に
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
が
止

ま
る
よ
う
な
方
向
に
持
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

役
場
庁
舎
建
設
の
計
画
は

あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

働
く
の
に
は
今
の
状
態
で
も

ま
だ
差
し
支
え
は
な
い
の
で
、

い
ず
れ
第
６
次
総
合
計
画
の
見

直
し
の
中
に
入
れ
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
方
向
で
は
い
る
。

　
　

滑
落
事
故
が
起
き
、
今
後

死
亡
事
故
が
あ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
誰
も
が
安
全
に
登
れ
る

よ
う
な
施
策
を
お
願
い
し
た
い

が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

注
意
喚
起
の
た
め
の
簡
易
な

看
板
は
設
置
し
て
い
た
が
、
今

回
の
補
正
で
し
っ
か
り
し
た
看

板
を
設
置
す
る
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今

後
い
ろ
い
ろ
な
専
門
家
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
ハ
ー
ド
面
の
対

策
を
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

登
山
用
の
対
策
を
取
っ
て
も
ら

う
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

滝
川
渓
谷
を
開
放
し
て
い

る
の
は
11
月
い
っ
ぱ
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

12
月
５
日
か
ら
休
山
と
し
て

い
る
。

　
　

そ
れ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
出
し
て
い
た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て

い
る
。

　
　

そ
れ
を
知
ら
ず
に
ト
イ
レ

が
使
え
な
か
っ
た
と
い
う
苦
情

も
来
て
い
る
。
来
る
人
も
た
く

さ
ん
い
る
の
で
、
早
め
に
周
知

し
て
は
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
番
上
の

ほ
う
に
掲
載
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

前
も
っ
て
分
か
る
よ
う
に

入
口
に
も
看
板
を
設
置
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

　
　

事
業
課
長

　

今
回
予
算
を
計
上
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
中
で
工
夫
し
な
が

ら
広
報
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

田
川
の
南
側
の
道
路
は
草

が
生
え
て
い
て
走
路
に
は
向
か

な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
今
後

整
備
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

当
該
箇
所
は
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
と
町
道
を
結
ぶ
道
路

で
も
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
駅
伝
の

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
自
転
車
活
用
を
推
進
す
る

上
で
も
安
全
確
保
の
た
め
に
整

備
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

障
害
や
ひ
き
こ
も
り
で
不

登
校
ま
た
は
自
宅
生
活
を
送
る

若
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
と

聞
く
。
町
で
実
態
把
握
は
で
き

て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
の
対
応

策
と
実
行
は
取
れ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

今
年
度
の
新
規
の
不
登
校
児

童
・
生
徒
は
、
若
干
名
減
少
し

て
い
る
。
学
校
で
は
担
任
に
よ

る
電
話
連
絡
や
家
庭
訪
問
、
学

習
指
導
、
担
任
以
外
の
先
生
に

よ
る
学
習
指
導
や
家
庭
訪
問
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
教
育

相
談
に
応
じ
た
り
、
家
庭
訪
問

を
行
っ
て
対
応
し
た
り
し
て
い

る
。

　
　

不
登
校
の
子
供
の
数
が
若

干
名
と
い
う
説
明
で
は
納
得
で

き
な
い
。
町
の
こ
れ
か
ら
の
大

き
な
問
題
を
論
じ
よ
う
と
し
て

い
る
と
き
に
、
数
が
答
え
ら
れ

な
い
と
い
う
の
で
は
実
態
把
握

が
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い

の
で
、
具
体
的
な
数
を
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

不
登
校
の
数
を
公
表
し
て
い

る
市
町
村
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

複
数
の
学
校
が
あ
る
市
町
村
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
矢
祭
町
は

小
学
校
、
中
学
校
と
も
１
校
な

の
で
、
数
を
公
表
し
て
し
ま
う

と
個
人
が
特
定
さ
れ
か
ね
な
い

た
め
こ
れ
ま
で
公
表
を
控
え
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

若
干
名
と
い
う
の
は
少
な

い
の
だ
ろ
う
と
は
分
か
る
が
、

問
題
を
突
き
詰
め
よ
う
と
す
る

と
き
に
、
そ
れ
で
は
参
考
に
な

ら
な
い
。
再
度
人
数
を
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

議
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
個
別
に
お
話
を
す
る
と

い
う
こ
と
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。
な
お
、
小
学
校

の
全
国
平
均
の
割
合
が
１
・
３
％
、

中
学
校
は
５
・
０
％
に
な
っ
て

お
り
、
小
学
校
は
ほ
ぼ
全
国
並

み
、
中
学
校
は
全
国
を
下
回
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
　

一
般
の
家
庭
で
ひ
き
こ

も
っ
て
い
る
方
は
把
握
で
き
て

い
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
人
に

対
し
て
の
対
応
は
で
き
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

社
会
人
や
若
者
の
ひ
き
こ
も

り
等
に
つ
い
て
は
、
相
談
を
受

け
た
方
は
把
握
し
て
お
り
、
内

容
に
応
じ
て
専
門
機
関
に
つ
な

い
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

障
害
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
相

談
支
援
事
業
と
し
て
委
託
し
て

い
る
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
き
ら

り
に
直
接
相
談
を
し
て
い
る
方

も
い
る
。

　
　

学
校
現
場
で
、
学
校
に
来

て
い
る
ひ
き
こ
も
り
の
子
供
に

は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

小
学
校
で
週
に
数
日
く
ら
い

来
る
子
供
は
、
教
室
に
入
れ
る

場
合
は
教
室
、
入
れ
な
い
場
合

は
保
健
室
や
別
室
で
学
習
し
て

い
る
。
中
学
校
も
教
室
に
入
れ

な
い
子
供
は
、
別
に
教
育
支
援

員
が
つ
い
て
学
習
指
導
を
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

そ
の
子
供
た
ち
の
学
業
単

位
と
い
う
か
、
義
務
教
育
が
終

了
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

義
務
教
育
で
は
出
席
日
数
が

足
り
な
い
か
ら
卒
業
さ
せ
な
い

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
ど
れ
く

ら
い
の
学
習
が
身
に
つ
い
て
い

る
か
を
図
り
な
が
ら
総
合
的
に

考
え
て
い
く
の
で
、
１
年
も
う

一
度
や
り
直
す
と
い
う
こ
と
は

こ
こ
数
年
な
い
。

　
　

民
間
が
子
供
を
預
か
っ
て

時
間
を
過
ご
す
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
行
っ
た
場
合
は
、
義
務
教

育
課
程
を
修
了
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
見
解
で
間
違
い
な
い

か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

学
校
の
活
動
と
同
等
と
考
え

ら
れ
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
行
っ
た
日
も

出
席
扱
い
と
し
て
い
る
。

　
　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
現
場

に
行
っ
て
、
内
容
を
見
て
判
断

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

白
河
市
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
行
っ
て
い
る
子
供
は
い
る

が
、
私
は
ま
だ
見
に
行
っ
て
い

な
い
。
一
度
状
況
を
見
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
今
の
状
況
は

校
長
が
把
握
し
て
い
る
の
で
、

校
長
か
ら
話
を
聞
い
て
判
断
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

白
河
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

は
何
度
か
行
っ
て
見
て
き
た

が
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
行

っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
教
育
長

質
問　

滝
川
渓
谷
に
つ
い
て

答問答

問

答

答

問

答

答

答 問

問

問

問問

答

答 答

答

答

答

答

答

答

答問 問

問

問 問

問

問

問

問

鈴木敏男議員

一
般
・
観
光
・
土
木
行
政

質
問　

次
期
町
長
選
出
馬
に

つ
い
て

質
問　

ふ
れ
あ
い
駅
伝
の
走
路

の
整
備
に
つ
い
て

鈴木正美議員

教
育
・
福
祉
・
一
般
行
政

質
問　

引
き
こ
も
り
等
の
自
宅

生
活
の
実
態
に
つ
い
て

答答 問

答問答 答

問

問答 問答 問問
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や
教
育
委
員
会
が
き
ち
ん
と
目

を
向
け
て
、
義
務
教
育
課
程
に

ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
そ

し
て
、
学
校
教
育
現
場
と
は
か

け
離
れ
た
よ
う
な
対
応
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
場
が
現
在

し
て
い
る
が
、
そ
の
辺
に
つ
い

て
の
教
育
長
の
今
後
の
対
応
の

見
解
を
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

学
校
教
育
に
入
れ
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
が
駄
目
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
違
う
手
立

て
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
のS

o
c
i
s
t
y
5
.
0

の
社
会

に
向
け
た
大
事
な
視
点
と
思
っ

て
い
る
。
郡
内
４
町
村
で
の
適

応
指
導
教
室
に
つ
い
て
も
、
学

校
の
中
で
の
教
員
の
こ
れ
ま
で

の
考
え
方
を
刷
新
し
て
、
新
た

な
教
育
現
場
と
し
て
つ
く
っ
て

い
く
必
要
あ
る
と
い
う
こ
と
も

各
町
村
の
教
育
長
と
は
話
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

人
口
減
少
が
続
く
中
、
活

性
化
の
た
め
に
は
移
住
定
住
推

進
が
欠
か
せ
な
い
状
況
は
全
国

的
な
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、

交
流
人
口
の
推
進
も
不
可
欠
と

思
う
が
、
町
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

他
市
町
村
と
の
移
住
定
住
や

関
係
人
口
等
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

中
で
の
交
流
は
、
大
事
な
施
策

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在

東
白
４
町
村
に
よ
る
奥
久
慈
街

道
と
い
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
今
後
茨
城
県
側
と
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
連
携
し
た

も
の
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
交

流
人
口
推
進
対
策
を
実
行
し
て

い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

販
売
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
東
京
都
内
で
の
町
の
Ｐ

Ｒ
や
地
域
力
向
上
・
発
信
支
援

事
業
の
開
催
、
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

で
行
わ
れ
た
「
よ
い
仕
事
お
こ

し
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
て
き
た
。

観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
春

と
夏
に
首
都
圏
か
ら
お
客
さ
ん

を
呼
ん
で
お
も
て
な
し
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
１
月

に
も
予
定
を
し
て
い
る
。

　
　

移
住
定
住
で
こ
の
町
に
招

き
入
れ
る
推
進
を
す
る
た
め
に

は
、
町
に
来
て
い
た
だ
く
と
い

う
事
業
そ
の
も
の
を
数
多
く
取

り
扱
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
に

は
、
裾
野
を
広
げ
る
た
め
矢
祭

町
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
知
っ
て

も
ら
っ
て
矢
祭
町
に
行
っ
て
み
よ

う
と
訪
れ
る
方
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

訪
れ
る
人
の
た
め
に
交
通

費
の
助
成
や
減
免
措
置
等
の
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
一
つ
の

手
段
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
お

も
て
な
し
を
す
る
に
当
た
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
向
上
事
業
で
、

３
名
の
女
性
の
方
が
主
体
と
な

り
お
も
て
な
し
料
理
の
作
り
方

を
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
れ
に
協
力
し
て
い
る
方
の
輪

も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、

観
光
で
来
て
く
れ
た
方
と
の
交

流
の
輪
も
広
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

そ
う
い
っ
た
場
合
の
施
設
利

用
の
減
免
は
ど
う
な
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

例
え
ば
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ

る
さ
と
ラ
ン
ド
は
、
町
が
主
催

す
る
場
合
は
１
０
０
％
減
免
、

後
援
の
場
合
は
半
額
等
の
免
除

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や

活
動
内
容
を
聞
い
た
上
で
判
断

し
て
い
る
。

　
　

町
に
来
て
交
流
事
業
を
す

る
場
合
に
、
同
じ
目
的
で
こ
の

町
を
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
て

行
な
っ
て
い
る
の
に
、
そ
こ
で

差
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

行
政
に
対
応
す
る
よ
う
な
施

策
で
あ
れ
ば
、
町
の
ほ
う
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は

あ
る
と
思
う
。

　
　

町
を
思
っ
て
民
間
が
や
ろ

う
と
し
た
と
き
に
、
町
は
そ
の

手
助
け
も
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

振
興
策
に
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

判
断
す
る
内
容
も
今
後
は
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
国

や
県
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

森
林
再
生
事
業
の
継
続
や
国

道
１
１
８
号
の
高
規
格
道
路
等

に
つ
い
て
、
国
に
陳
情
を
し
て

き
た
。
今
後
は
、
町
の
中
の
課

題
を
見
つ
け
施
策
に
つ
な
げ
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、

町
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
く
の

が
行
政
の
役
目
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

当
町
で
は
、
正
規
職
員
の

定
数
減
や
議
員
の
定
数
と
報
酬

の
削
減
を
実
施
し
、
財
政
の
安

定
化
を
図
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
時
代
と
共
に
業
務
や
課
題

が
多
様
化
し
、
様
々
な
手
だ
て

で
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
現
状

と
推
察
す
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
職
員
を
充
足
し
て
い
く
の

か
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

人
材
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
職

員
が
い
る
こ
と
が
最
良
と
思
う

が
、
正
規
の
職
員
で
雇
用
す
る

と
な
る
と
一
つ
の
部
署
に
の
み

に
固
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
職
員
配
置
で
の
弊
害
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
町

の
よ
う
に
小
さ
な
自
治
体
で
は
、

職
員
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
な
が
ら
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
よ
り
人
件
費
等
を
削
減

し
な
が
ら
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な

体
制
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
ベ
ス

ト
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
コ

ン
サ
ル
に
依
頼
す
る
の
は
ど
う

な
の
か
と
疑
問
を
持
っ
て
し
ま

う
と
き
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

解
消
で
き
る
よ
う
な
職
員
の
配

置
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

専
門
職
を
置
く
こ
と
は
や
り

や
す
い
面
も
確
か
に
あ
る
が
、

小
さ
い
町
で
は
厳
し
い
も
の
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
職
員
の

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
と
い
っ
た
体

制
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
に
当
た
り
、
役
場
で
写
真

を
無
料
で
撮
っ
て
も
ら
え
る
の

か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
長

　

現
在
臨
時
の
窓
口
で
行
っ
て

い
る
作
業
は
、
開
発
セ
ン
タ
ー

や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
来
て

い
た
だ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

直
接
写
真
を
撮
っ
た
も
の
を
そ

の
ま
ま
申
請
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
料
金
等
は
い
た
だ
い
て

い
な
い
。

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
ワ

ク
チ
ン
接
種
会
場
に
な
っ
て
い

る
と
き
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
か
。
ま
た
は
、
別
の
場
所
で

行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

職
員
の
体
制
や
人
数
等
の
関

係
で
、
常
時
申
請
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
臨
時
の

窓
口
は
、
事
前
に
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス

テ
ム
を
使
い
日
に
ち
と
時
間
を
指

定
し
て
、
そ
の
日
に
来
て
い
た
だ

い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

現
在
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に

自
転
車
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
利
用
率
と
利
用
促
進
の
た

め
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

今
後
、
他
の
行
政
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
自
転
車
活
用

の
推
進
に
力
を
入
れ
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
だ
け
に
任
せ
る

の
で
は
な
く
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
今
後
進
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

町
民
に
も
幅
広
く
サ
イ
ク
リ

ン
グ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

に
は
、
町
民
割
も
検
討
し
て
お

り
、
自
転
車
を
使
っ
た
健
康
増

進
と
い
っ
た
も
の
も
考
え
る
べ

き
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水

郡
線
の
活
性
化
の
中
で
も
、
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
利
用
頻
度

を
高
め
る
た
め
に
、
あ
る
程
度

の
駅
に
止
め
て
も
ら
う
よ
う
な

こ
と
も
継
続
的
に
Ｊ
Ｒ
へ
お
願

い
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

町
民
割
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
あ
る
使
用
料
の
減
免
等
を

考
え
な
が
ら
、
町
民
の
方
の
利

用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
地

域
課
題
解
決
の
糸
口
と
し
て
官

民
一
体
と
な
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
理

事
の
メ
ン
バ
ー
に
事
業
課
の
職

員
が
入
っ
て
い
て
、
こ
う
い
っ

た
形
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と

と
思
っ
て
い
る
が
、
考
え
を
伺

う
。

　
　

町
長

　

職
員
が
無
報
酬
で
活
動
す
る

こ
と
は
問
題
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

今
後
、
団
体
が
町
に
何
か

手
伝
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
と
き
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

身
近
な
課
題
を
取
り
上
げ
る

の
は
、
行
政
で
も
分
か
っ
て
い

て
も
行
動
が
で
き
な
い
面
が
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
法
人
と
行
政

の
意
見
を
交
え
な
が
ら
町
づ
く

り
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常

に
前
向
き
な
考
え
方
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

様
々
な
隊
員
が
赴
任
さ
れ

て
お
り
、
任
期
後
も
当
町
に
定

住
し
て
み
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
施
策
を
提
示
す
べ

き
と
思
っ
て
い
る
。
定
住
で
き

る
よ
う
な
施
策
の
進
め
方
と

い
っ
た
も
の
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
い

か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

任
期
を
満
了
し
て
地
域
に

残
っ
て
起
業
す
る
場
合
に
は
、

町
か
ら
１
０
０
万
円
の
補
助
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
新
規
就
農
す

る
場
合
に
は
、
国
の
制
度
で

１
５
０
万
円
の
就
農
支
援
の
補

助
金
が
あ
る
。

　
　

農
業
を
そ
の
ま
ま
続
け
た

い
と
い
う
場
合
、
準
備
の
段
階

で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
そ
ろ
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

そ
の
と
き
に
支
援
で
き
る
も
の

を
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
応
援
し
て
く

れ
る
と
い
う
事
例
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
思
い
は
あ
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
体

育
の
専
門
委
員
の
募
集
等
に
つ

い
て
、
現
状
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
11
月
い
っ
ぱ
い
の

期
間
で
募
集
を
し
た
。
今
の
と

こ
ろ
３
名
の
応
募
が
あ
り
、
今

後
面
接
等
を
行
い
採
用
し
て
い

く
形
に
な
る
と
思
う
。

　
　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
学
校
に

行
き
渋
り
を
抱
え
込
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
家
庭
が
あ
る
よ
う

に
見
聞
き
し
て
い
る
が
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
と
思
わ
れ
る

不
登
校
は
、
昨
年
度
ま
で
発
生

問

答

答

答 答

答

答 答

答答

答

問問

問 問 問

問問

答 問答 問

問答

問答

問

問

質
問　

町
の
活
性
化
に
つ
い
て

郡司浩子議員

質
問　

要
望
活
動
に
よ
る
成
果

と
課
題
に
つ
い
て

一
般
・
産
業
・
教
育
・

福
祉
行
政

答 問答 問

問答

質
問　

職
員
の
充
足
に
つ
い
て

問

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
に
つ
い
て

質
問　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利

用
に
つ
い
て

質
問　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
・
ひ
と
・

み
ら
い
」
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て

問答 答答問 質
問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

答答 問
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率
が
高
か
っ
た
が
、
今
年
度
は

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
家

庭
訪
問
や
相
談
、
保
護
者
と
の

連
携
を
取
る
と
と
も
に
、
町
の

福
祉
部
局
と
児
童
相
談
所
、
病

院
等
と
密
に
連
携
を
取
っ
て
い

く
こ
と
で
、
さ
ら
に
対
策
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
東
白
川
郡
全
体
で

連
携
し
て
、
適
応
指
導
教
室
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

不
登
校
は
親
の
影
響
が
か

な
り
大
き
い
部
分
も
あ
る
。
児

童
生
徒
だ
け
で
な
く
、
親
が
相

談
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
長

　

今
も
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
、
子
供
と
一
緒
に

親
の
相
談
も
行
っ
て
い
る
が
、

学
校
に
行
き
に
く
い
と
感
じ
る

方
も
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後

保
護
者
が
自
由
に
相
談
で
き
る

場
所
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。こ
ど
も
園
で
は
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
、
相
談
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
な
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
　

町
内
に
は
縄
文
、
弥
生
時

代
な
ど
、
古
く
か
ら
の
遺
跡
や

出
土
品
が
あ
り
、
町
民
と
し
て

誇
り
に
思
う
文
化
財
が
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
場
所
に
表
示
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

町
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て

い
る
埋
蔵
文
化
財
や
歴
史
的
文

化
財
は
、
今
後
予
定
す
る
教
育

施
設
の
改
修
や
改
築
に
あ
わ
せ

て
、
町
民
や
観
光
客
が
気
軽
に

見
学
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

確
保
し
て
、
そ
こ
で
展
示
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
に
あ
る
国
道
の
と
こ
ろ

に
、
縄
文
時
代
の
と
き
の
発
掘

場
所
と
い
う
表
示
が
で
き
な
い

か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

ほ
と
ん
ど
が
施
設
や
道
路
で

改
良
さ
れ
た
場
所
と
な
っ
て
い

る
が
、
町
の
施
設
で
立
て
る
場

所
が
確
保
で
き
れ
ば
看
板
や
パ

ネ
ル
を
作
っ
て
立
て
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

発
掘
調
査
遺
跡
や
七
舘
な

ど
、
様
々
な
歴
史
を
子
供
か
ら

大
人
ま
で
学
べ
る
マ
ッ
プ
が
あ

れ
ば
、
郷
土
愛
を
育
む
も
の
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

歴
史
を
学
ぶ
会
と
い
っ
た
も
の

が
あ
る
と
よ
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
長

　

マ
ッ
プ
は
、
教
育
委
員
会
の

学
芸
員
が
中
心
と
な
り
、
今
後
、

作
る
こ
と
で
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
歴
史
を
学
ぶ
仕
掛
け
と

し
て
、
学
芸
員
を
中
心
に
小
中

学
校
で
の
歴
史
学
習
や
現
地
視

察
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
一
般

向
け
の
講
座
等
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

塙
工
業
高
校
が
廃
校
決
定

と
な
り
、
学
科
に
よ
り
白
河
実

業
高
校
へ
通
学
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。
現
在
、
白
河
方

面
に
通
学
す
る
子
供
の
バ
ス
代

が
月
２
万
円
か
ら
２
万
５
千
円

程
度
で
、
か
な
り
の
高
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ど
う

思
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
長

　

塙
工
業
高
校
は
、
今
年
度
に

入
学
し
た
子
供
た
ち
が
卒
業
と

同
時
に
閉
校
に
な
る
た
め
、
工

業
系
を
希
望
す
る
子
供
は
白
河

実
業
高
校
へ
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
県
教
育
委

員
会
は
令
和
５
年
度
入
学
の
子

供
か
ら
３
年
間
通
学
費
を
補
助

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
補
助
の
状
況
を
見
な
が
ら
総

合
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

進
路
が
狭
ま
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
町
か
ら
県
へ
要
望

す
る
こ
と
も
１
つ
の
方
法
か
と

思
っ
て
い
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

通
学
費
の
助
成
と
い
う
も
の

も
、
公
平
性
を
考
慮
し
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

泉
崎
村
で
は
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
。
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
事
業
の
３
千
円

助
成
で
は
金
額
的
に
タ
ク
シ
ー

を
使
う
の
が
難
し
い
と
思
う
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
泉
崎
村
の

よ
う
な
事
業
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
長

　

泉
崎
村
で
は
、
路
線
バ
ス
が

２
０
０
６
年
に
廃
止
に
な
っ
た

こ
と
、
タ
ク
シ
ー
が
な
い
こ
と
、

面
積
が
小
さ
い
の
で
３
方
部
の

運
行
で
済
む
よ
う
な
こ
と
で
、

そ
の
実
情
に
応
じ
て
運
行
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
矢
祭
町

は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

の
申
請
者
数
、
利
用
者
数
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
利
用
者
の
理

解
も
得
て
い
る
た
め
、
こ
の
事

業
を
さ
ら
に
充
実
し
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

児
童
虐
待
の
事
案
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
や
対
策
は
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

虐
待
の
疑
い
の
情
報
が
あ
っ

た
場
合
は
、
そ
の
状
況
を
児
童

相
談
所
や
担
当
課
で
確
認
を
し
、

緊
急
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
矢
祭
町
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
ケ
ー

ス
検
討
会
議
に
お
い
て
情
報
を

共
有
し
、
援
助
方
法
、役
割
分
担
、

対
処
方
法
を
検
討
し
て
、
迅
速

に
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

ネ
グ
レ
ク
ト
と
か
は
あ
ま

り
見
え
づ
ら
い
事
案
と
思
う
が
、

そ
う
い
っ
た
場
合
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

関
係
機
関
の
方
々
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
協
議
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
。

　
　

小
中
学
生
で
あ
れ
ば
、
Ｉ

★

11
月

１
日　

大
子
町
と
の
防
災
協
定

　
　
　

締
結

２
日　

東
白
衛
生
組
合
定
期
監

　
　
　

査
（
東
白
衛
生
組
合
）

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
及
び
現
地
）

７
日　

静
岡
県
函
南
町
議
会
会

　
　
　

派
視
察
（
議
員
控
室
）

９
日　

第
66
回
町
村
議
会
議
長

　
　
　

全
国
大
会
（
東
京
都
）

11
日　

第
34
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
壮
行
会
（
山
村
開
発

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

12
日　

第
38
回
青
少
年
の
主
張

　
　
　

矢
祭
町
大
会
（
ユ
ー
パ

　
　
　

ル
矢
祭
）

　
　
　

戦
没
者
追
悼
式
・
慰
霊

　
　
　

祭
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

15
日　

第
54
回
全
国
過
疎
地
域

　
　
　

連
盟
定
期
総
会
（
東
京

　
　
　

都
）

20
日　

第
34
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
報
告
会
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）

21
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

　
　
　

★
12
月

６
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

９
日　

市
町
村
対
抗
福
島
県
大

　
　
　

会
合
同
解
団
式
（
第
１

　
　
　

会
議
室
）

10
日　

や
ま
つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ

　
　
　

ス
タ
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

12
～
16
日　

第
６
回
議
会
定
例

　
　
　

会
（
議
場
）

12
日　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

14
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

15
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

　
　
　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
議
会
第
４

　
　
　

回
定
例
会
（
白
河
市
表

　
　
　

郷
庁
舎
）

22
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
３
回
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

★

１
月

４
日　

矢
祭
町
消
防
団
出
初
め

　
　
　

式
（
矢
祭
中
学
校
）

８
日　

令
和
５
年
二
十
歳
の
成

　
　
　

人
式
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
第
１

　
　
　

会
議
室
）

21
日　

生
涯
学
習
合
同
閉
級
式

　
　
　

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

30
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
４
回
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

次
の
定
例
議
会

は
３
月
で
す　

質
問　

児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て

Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
で
リ
サ
ー
チ
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
、
い

か
が
か
。

　
　

教
育
長

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
だ
け
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
相
談
窓
口
は
つ
く
っ

て
い
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
悩

み
を
打
ち
明
け
る
の
は
ど
の
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て
い
る

の
か
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
。

　
　

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は

町
に
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

設
置
の
検
討
は
ま
だ
し
て
い

な
い
が
、
設
置
さ
れ
れ
ば
虐
待

等
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
い
っ

て
、
子
育
て
の
悩
み
に
寄
り
添

う
も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
応
じ
た
り
、
家
庭
に
赴
い
て

支
援
を
す
る
制
度
が
あ
る
。
そ

う
い
う
施
策
に
よ
り
虐
待
な
ど

も
防
げ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

家
庭
訪
問
型
の
子
育
て
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
通
常

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
町

の
施
策
で
行
う
よ
り
は
、
そ
の

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

支
援
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

矢
吹
町
で
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
町
の
支
援
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本

町
で
も
そ
れ
に
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
し
て
、
万
全
な
子
育
て
支

援
を
進
め
て
は
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

　
　

町
長

　

人
口
の
多
い
と
こ
ろ
な
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
出
て
く
る

が
、
矢
祭
町
で
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
今
後
、
し
っ
か
り
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

監査・議会の
動き

答 問

答

答

問

答問

答

問

答 問答

問

質
問　

文
化
財
及
び
埋
蔵
文
化

財
に
つ
い
て

質
問　

高
校
生
の
バ
ス
通
学
生

徒
へ
の
助
成
に
つ
い
て

質
問　

地
域
公
共
交
通
手
段
の

拡
充
に
つ
い
て

問答

問

答 問

答

問

答 問答 問

答 問

▶

請
願
・
陳
情

　
　

に
つ
い
て

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取

扱
い
を
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
し
ま
す
。
３
月
町

議
会
定
例
会
に
請
願
、
陳

情
を
さ
れ
る
方
は
令
和
５

年
２
月
22
日
ま
で
に
提
出

願
い
ま
す
。

議会状況の録画配信を
はじめました

　12 定例会の議会の様子を町ホームページ

で録画配信していますのでご覧願います。



後期高齢者医療保険料▶７期
納期限（口座振替日）▶２月２８日（火）

●今月の納税

「春季全国火災予防運動」
　３月１日から３月７日まで、春季全国火災予防運動が実施
されます。令和４年の矢祭管内火災件数は１件でした。令和
５年は火災件数０件を目指し、矢祭町全体で火災予防運動に
務めましょう。
　また、これからの時季は風が強くなり、空気が乾燥し火災
が多発する季節です。家庭ごみの焼却行為に関しては、法律
で空地や田畑で焼却する行為などは原則禁止されています。
ただし、農業を営むためにやむを得ないものとして行われる
焼却 ( 稲わら、枝等 ) や風俗慣習上または宗教上の行事を行う
ための焼却 ( 門松、とり小屋等 ) は焼却禁止の例外となってい
ます。
　焼却を実施する前に迷ったら最寄りの関係機関に問い合わ
せをお願いします。

3435

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
佐瀬　光輝 12/10 和宏 ・ 秋子 金　沢

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で

税
理
士
記
念
日
に
税
の
無
料
相

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

２
月
23
日
（
木
）
10
時

~

16
時

会
場　

白
河
商
工
会
議
所
１
階

　

会
議
室
（
白
河
市
道
場
小
路

96
‐
５
）

そ
の
他　

事
前
予
約
は
必
要
あ

　

り
ま
せ
ん
。
申
告
書
等
に
関

　

す
る
関
係
書
類
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

鈴
木
隆
司
税
理

　

士
事
務
所
☎
０
２
４
８
‐
２

　

７
‐
０
３
１
６

　

確
定
申
告
は
、
ス
マ
ホ
か
ら

が
お
す
す
め
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
申
告
書
作
成
・
送

信
が
で
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス

ク
軽
減
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
税
に
関
す
る
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
」
や
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
ご
自

宅
か
ら
と
同
様
に
原
則
ご
自
身
の

ス
マ
ホ
に
よ
り
、
ご
自
分
で
申
告

書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
登
録
し
た
２
種

類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
）、
利
用
者
識
別

番
号
（
パ
ス
ワ
ー
ド
）
が
あ
れ
ば

ス
ム
ー
ズ
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
な
お
、会
場
へ
の
入
場
に
は
、「
入

場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。（「
入

場
整
理
券
」
は
、
会
場
で
の
当
日

配
布
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発

行
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。）「
入
場
整
理
券
」
の
配
布

状
況
に
応
じ
て
、
後
日
来
場
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
提
出
の
み
の
方
は
、
郵
送
ま

　

た
は
、白
河
税
務
署（
本
庁
舎
）

　

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
設
場
所　

白
河
市
産
業
プ
ラ

　

ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
２
階

講
堂
（
白
河
市
中
田
１
４
０
）

開
設
期
間　

令
和
５
年
２
月
16

　

日
（
木
）
〜
３
月
15
日
（
水
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

　
　

き
ま
す
。

開
設
時
間　

午
前
９
時~

午

　

後
４
時

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方

を
対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

※
説
明
会
の
参
加
に
は
、
事
前

　

申
込
が
必
要
で
す
。
な
お
、

　

定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
受

　

付
を
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、

　

説
明
会
終
了
後
、
希
望
者
に

　
「
登
録
申
請
相
談
会
」
を
30

　

分
程
度
行
い
ま
す
。

開
催
日
時　

令
和
５
年
２
月

14
日
（
火
）（
課
税
事
業
者

　

の
方
向
け
▼
午
前
10
時
〜

　

午
前
11
時
ま
で
／
免
税
事

　

業
者
の
方
向
け
▼
午
後
２

　

時
〜
午
後
３
時
ま
で
）

申
込
期
限　

令
和
５
年
２
月
８

　

日
（
水
）

会
場　

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

　

会
議
研
修
室

申
込
先　

白
河
税
務
署
法
人
課

　

税
部
門
０
２
４
８
‐
２
２
‐

　

７
１
２
８

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年

４
月
１
日
（
午
前
０
時
）
現
在

で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
所
有
者
」
又
は
「
使
用
者
」

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、「
所
有
し
て
い
な
い

自
動
車
の
納
税
通
知
書
が
届
い

た
」、「
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
の
登
録
内
容
に
異
動

（
移
転
・
変
更
・
抹
消
）
が
あ

る
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に
福

島
県
運
輸
支
局
等
で
手
続
き
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

東
北
運
輸
局
福

　

島
運
輸
支
局
い
わ
き
自
動
車

　

検
査
登
録
事
務
所
☎
０
５
０

‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
６

　
（
登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ

　

と
）
／
福
島
県
県
南
地
方
振

　

興
局
県
税
部
課
税
課
☎
０
２

４
８
‐
２
３
‐
１
５
１
９

　
（
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通

　

知
書
の
送
付
先
変
更
な
ど
に

　

関
す
る
こ
と
）

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

申
込
み
を
し
、
受
講
あ
っ
せ
ん

を
受
け
ら
れ
る
方
を
対
象
と
し

て
、
国
家
資
格
「
介
護
福
祉

士
」
の
取
得
と
介
護
福
祉
業
界

で
の
正
社
員
就
職
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
２
年
間
の
教

育
訓
練
を
委
託
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

税
の
無
料
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

自
動
車
の
移
転
・
抹
消
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

募
集
コ
ー
ス　

介
護
福
祉
士
養

　

成
科

訓
練
期
間　

令
和
５
年
４
月
〜

　

令
和
７
年
３
月

訓
練
会
場　

県
内
の
介
護
福
祉

　

士
養
成
施
設

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

　

や
保
険
代
等
は
、
個
人
負
担

　

と
な
り
ま
す
。）

募
集
期
間　

令
和
５
年
１
月
５

　

日
か
ら
２
月
24
日
ま
で

選
考
日　

令
和
５
年
３
月
６
日

そ
の
他　

申
込
み
、
選
考
内
容

　

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

　

先
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
学
卒
で
未
就
職

　

者
の
方
、
学
卒
未
就
職
者
で

　

卒
業
後
１
年
以
上
経
過
し
て

　

い
な
い
方
は
応
募
対
象
に
な

　

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
立
テ
ク

　

ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
教
務
課

　

委
託
訓
練
担
当
☎
０
２
４
‐

　

９
４
４
‐
１
６
６
３

　

予
備
自
衛
官
と
は
、
一
般

の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ
た

自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備

自
衛
官
補
」
と
し
て
公
募
・

採
用
し
、
教
育
訓
練
修
了
後
、

「
予
備
自
衛
官
」
と
し
て
任
用

す
る
制
度
で
す
。
な
お
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
各
予
定

に
つ
い
て
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

予
備
自
衛
官
補

（
一
般
）
▼
18
歳
以
上
34
歳

　

未
満
の
者
／
予
備
自
衛
官
補

　
（
技
能
）
▼
18
歳
以
上
で
国

　

家
資
格
を
有
す
る
者
（
資
格

に
つ
い
て
は
要
問
い
合
わ

　

せ
）

受
付
期
間　

令
和
５
年
１
月
10

　

日
〜
４
月
６
日

試
験
期
日　

令
和
５
年
４
月
８

　

日
〜
23
日
（
う
ち
指
定
さ
れ

　

た
１
日
）

試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
（
担
当
：
近
田
）
☎
０
２

　

４
８
‐
２
４
‐
０
３
７
２

募　
　

集

予
備
自
衛
官
補
を

募
集
し
ま
す

確
定
申
告
及
び
国
税
に

関
す
る
お
知
ら
せ

人　口 ５,３５２人（－   ６）
男 ２,６３０人（－   ９）
女 ２,７２２人（＋   ３）
世　帯 ２,０８４世帯（－   ５）

人の動き
１月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月は成人式特集を掲載させていただ
きました。式当日は、華やかな振袖や袴
姿の新成人が大人への門出を家族や友人
と喜び合っている様子を見て、成人を迎
えられた４３人のみなさん、改めてご成
人おめでとうございます。
　１月中は寒い日が続き、大雪にも見舞
われ、町内のいたるところで雪かきをし
ている姿が見られました。今後も寒波の
影響から大雪になる可能性もありますの
で、事故等には十分気を付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和5年1月1日～1月15日）

火災件数　 0 件
救急出動　   9件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
髙澤　勝弘 64 有良 12 / 22 関　岡
片野　龍雄 94 勝男 12 / 24 宝　坂
金澤ミチ子 89 大橋敬子 12 / 25 下関河内
小松　康男 89 勉 12 / 28 戸　塚
鈴木　正則 86 直人 12 / 29 下石井
鈴木　千代 97 利典 12 / 31 中石井
髙澤鉚太郎 86 市良 1 / 2 関　岡
塙　　藤吉 89 寿幸 1 / 3 下関河内
緑川　國夫 89 茂康 1 / 17 下石井
圷　　保乃 93 雅己 1 / 17 関　岡
藤田　文信 79 博文 1 / 20 戸　塚
藤田　和子 91 玄夫 1 / 23 下関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）

介
護
福
祉
士
養
成
科
の

訓
練
生
募
集
の
お
知
ら
せ

申
告
書
作
成
会
場
に

関
す
る
お
知
ら
せ

イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
開
催

の
お
知
ら
せ
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ま
ち
が
好
き
  共
に
生
き
て
  笑
顔
あ
ふ
れ
る
  や
ま
つ
り
ま
ち

令
和
5年
2月
3日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.743

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『ダモイ遥かに』
　第二次世界大戦後、旧ソ連によってシベリア収
容所（ラーゲリ）に連行された日本人は約 70万
人。零下 40度を超える厳寒の中で、飢えと重労
働に耐えられず約７万人が亡くなった。毎日が死
と隣り合わせの中で、生きてダモイ（帰国）する
ために仲間たちに希望を与え続けていた主人公山
本幡男さんは癌の病床に。余命いくばくもない山
本さんに仲間たちは家族への遺書を書くことをす
すめる。しかし遺書は収容所から持ち出せない。
そこで仲間たちは驚くべき方法を考えた。4500
文字の遺書を７人で分担・記憶し、帰国後に家族
に伝えた実話である。著者辺見じゅんさんは生前、
「極限下でも希望を失わない生き方を、この本で
今の中高校生たちに伝えたい」と語っていた。
紹介文・発行者：佐川二亮／装画（表紙）・挿絵：
いせひでこ／矢祭もったいない図書館

矢祭町長 佐川 正一郎
▶お正月に映画を見て来ました。二宮
和也が主演の “ ラーゲリより愛を込め
て ” です。この映画は『収容所から来
た遺書』を原作としています。ご紹介
する “ダモイ遥かに ”は、作家も同じく
関連した本でもあります。先の大戦の
終結後、ソ連軍の捕虜として不当にシ
ベリア収容所に抑留された山本幡男さ
んの生き方・考え方を紹介しています。
零下30度では暖かいと感じる極限の世
界の中で、重労働を強いられながら生
きる事の大切さを伝えます。人間不信
の集団生活の中でも、人を信じる心に、
打たれます。人生の中で必読の一冊で
す。辺見じゅんさんの作品です。“ 男た
ちの大和 ”などでも知られる作家で歌人
でもあります。矢祭町にも訪れています。
また、この本の装画と挿絵は柳田邦男
先生の奥様のいせひでこ先生です。是
非、子ども達に読んでほしい本です。

作▶辺見じゅん

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター2

日 月 火 水 木 金 土
5 6 7 8 9 10 11

●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○大木医院☎33-2424

12 13 14 15 16 17 18
● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）

●マミーサロン
保セ（10：00～15：00）

 ● 11か月児健康相談
　            保セ（13：00～13：10）
 ● 2歳児歯科健診・歯科クリニック
　         保セ（13：10～13：20）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

19 20 21 22 23 24 25
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

26 27 28 3/1 2 3 4
●マミーサロン
保セ（10：00～15：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

5 6 7 8 9 10 11
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●１歳６か月児健康診査
　         保セ（13：00～13：10）
 ●３歳児健康診査
　         保セ（13：00～13：10）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

発行▶メディアパル 対象年齢▶小学生～




